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■大田原市役所■
〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
電　　話  ０２８７（２３）１１１１
業務時間  午前８時30分～午後５時15分㊊～㊎
延長窓口  午後５時15分～７時㊌
※市民課・国保年金課・税務課・子ども幸福課
　保育課・会計課のみ
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20 地域のひろば
那須与一伝承館通信／黒羽芭蕉の館だより／
子ども未来館のお知らせ　ほか

13 市からのお知らせ
健康・福祉／年金・国保／くらし　ほか

　右の二次元コードからご覧ください。
　また、広報おおたわらの内容を音声で
聞くことができます。『音訳（デイジー）
版広報おおたわら』をご希望の方は、下
記へお問い合わせください。
福祉課　 ３階　 ０２８７（２３）８９２１

情報政策課　 ６階　 ０２８７（２３）８７００

　いただいたご意見・ご感想は、今後の
紙面づくりの参考とさせていただきます。

◆掲示板

●日時　10月15日㊐、11月12日㊐
　　　　午前９時～正午、午後１時30分～４時
●場所　本庁舎２階市民課窓口
　　　　※南側玄関から入り、エレベーターをご利用ください。
●対象者　マイナンバーカードを申請済で、市から『交付通
知はがき』が届いた方　※事前予約が必要になります。
　【予約専用電話】　 ０２８７（２３）８７５５
●持ち物　①交付通知はがき、②暗証番号設定用紙、③身分証
明書（官公庁の発行した顔写真付きの物１点、または保険証
など２点）、④通知カード（お持ちの方のみ）、⑤住民基本台
帳カード（お持ちの方のみ）
市民課　本２階
０２８７（２３）８７５５

マイナンバーカードの休日交付【予約制】

最新情報はこちら

▶「広報おおたわら」はホームページなど
でも閲覧できます

▶「広報おおたわら」のご意見・ご感想を
お寄せください

　７月 29 日～８月 20 日の期間で第５回アーティスト・イン・
レジデンス大田原 2023 の公開制作が行われ、黒羽向町の商
店街に、新たなシャッターアートが加わりました。
　11 月 11 日㊏～ 19 日㊐には、芸術文化研究所にて、公開
制作の期間中に制作された絵画や彫刻を展示する第５回アー
ティスト・イン・レジデンス大田原 2023 展が開催されます。

◆市長メッセージ
　例年にない暑さの続いた夏
の余韻か、まだまだ暑い日が
続いておりますが、朝夕の肌
寒さに秋を感じる季節となり
ました。
　芸術の秋、スポーツの秋、
文化の秋と、楽しみなイベン
トが市内各所で行われる季節
の到来です。
　今月号の特集では、芸術の
秋にふさわしく、「第 26 回全
国竹芸展」を紹介しておりま

す。竹工芸で二人の人間国宝を輩出した本市で、長きに渡り
開催されてきた歴史のある展覧会です。
　また、文化の秋のイベントとして、なす風土記の丘資料館
では「縄文王国　大田原！」と題した企画展を開催しています。
私が持っている深鉢形土器（平林真子遺跡出土）も展示され
ますので、ぜひお越しください。
　この秋は、様々なイベントにお出かけいただき、大田原市
の芸術や文化に触れ、大切に受け継がれてきた地域の伝統や
歴史に思いを馳せていただければと思います。



湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 体県立県北体育館本本庁舎

ww

特集

　全国から応募された竹工芸品を展示す
る、第 26 回全国竹芸展が 11 月３日から
開催されます。
　竹は日本の伝統文化や工芸品において
欠かせない素材であり、大田原市は、竹
芸家の作り上げる美しい作品が豊富に展
示される場所として知られています。
　今回の全国竹芸展は、その伝統と革新

が、見事に調和した素晴らしい作品を紹介出来ると思います。
　この素晴らしいイベントを支える皆さまに心より感謝申し
上げます。
　全国竹芸展が大田原市の魅力を一層際立たせ、心に残る機
会となる事を願っています。
　ご来場を心よりお待ちしております。
　　　　　　　　　　　全国竹芸展実行委員長　八木澤 正         

　　問全国竹芸展実行委員会事務局（文化振興課）　本４階　 ０２８７（２３）３１２９

　竹林に恵まれた那須地方、特に大田原市は、栃木県文化功労者の故 八木澤 啓造 氏や国指定重要無形文化
財保持者（人間国宝）の故 勝城 蒼鳳 氏、藤沼 昇 氏（いずれも大田原市名誉市民）を始めとする著名な作家が
多く、また多くの竹芸愛好家が活発な創作活動を展開しており、全国的にも竹工芸の盛んな地域です。
　このような地域特性を生かし、平成７年度に開催した『第 10 回国民文化祭とちぎ 95・大竹芸祭』を契機
として、その後 10 年にわたり全国規模のアマチュア竹芸展を開催してきました。平成 18 年度開催の第 11
回全国竹芸展からは、本展の更なる発展を図るべく、募集対象者をアマチュアに限定せず、広く作品を募
集することとなりました。令和４年度に開催した第 25 回全国竹芸展までに応募された作品数は 3,000 点を
超え、数多くの竹工芸作品を展示してきました。
　この作品展を通して竹工芸関係者の交流を図るとともに、先人たちの竹芸の技と心を受け継ぎ後世に伝
え、更なる発展に寄与することを目指しています。
　令和２、３年度については新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、これまで同様の全国竹芸
展の開催はできませんでしたが、令和２年度は第１回から第 24 回までの入賞作品を全国竹芸展のホーム
ページ上に公開する回顧展を開催し、令和３年度には、賞の選定などを行わないＷｅｂ作品展を開催する
など、コロナ禍においても竹芸の火を絶やさぬよう精力的に活動を続けてきました。令和４年度については、
第 25 回全国竹芸展を開催しましたが、感染拡大防止のため宇都宮巡回展は中止となりました。今年度は４
年ぶりとなる宇都宮巡回展の再開を決定し、コロナ禍以前と同様の本格的な開催となります。

第６回 最優秀賞　透し二重合わせ花籃
かご

　藤原 広子

第 17 回 最優秀賞　菱
ひしがけあみはなかご

掛編花籃　渡邉 孝作

全国竹芸展とは

全国竹芸展実行委員長あいさつ

第 26回全国竹芸展

2023.103

コロナ禍乗り越え本格再開
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　全国竹芸展が四半世紀にわたり開催
されて来ましたことは、関係各位のご
努力の賜物と存じます。私事で恐縮で
すが今から 60 年前に八木澤 啓造 先生
の下で４年間竹細工の修行をさせてい
ただきました。その後は、大田原市役
所に勤務したことから実行委員会の組
織立ち上げに関わらせていただいたこ
ともありました。退職後は少しずつ竹
工芸を始め老後の手慰みにして参りま
した。昨年は出品作品が最優秀賞をい
ただき一層の励みになりました。有難
うございました。
　　　　　　　　　　　　   　吉澤 克己

第 25 回 最優秀賞　高
たかはいがたあじろあみもりかご

杯型網代編盛籃

第 25 回全国竹芸展受賞者コメント

第 21 回 最優秀賞　オブジェ「黎
れいめい

明」　杉浦 功悦

❶全国唯一の竹工芸のみを対象とした展示会。全国から
100 点を超える竹芸作品が集まります。

❷会場に、即売会場を設置。竹芸作品を手に取っていた
だき、購入することもできます。

❸会場内で実演会を実施。竹工芸作家の手業を間近で見
ることができます。

❹アンケート回答者の中から抽選で、竹工芸作家の作品
をプレゼントします。

全国竹芸展のポイント

【展示会】（応募のあった全作品を展示）
　●日時　11 月３日㊎～５日㊐午前９時 30 分～午後４時
　●場所　那須与一伝承館　多目的ホール

【表彰式】
　●日時　11 月５日㊐午後３時
　●場所　那須与一伝承館　多目的ホール

【宇都宮巡回展】（応募作品の一部を選抜し展示）
　●日時　11 月 23 日㊍～ 26 日㊐午前９時 30 分～午後４時
　●場所　栃木県総合文化センター　第１ギャラリー

【入賞作品展】（入賞作品のみを展示）
　●日時　11 月 29 日㊌～令和６年１月 10 日㊌午前９時～午後５時
　●場所　那須与一伝承館　竹のギャラリー

第 26 回全国竹芸展

　コロナ禍が明け、各イベントが再開する
中、全国竹芸展も４年ぶりとなる宇都宮巡
回展の開催を決定し、コロナ禍以前と同規
模の開催となります。皆さまに楽しんでい
ただけるよう準備を進めていきます。
　全国から集う素晴らしい竹芸作品の数々
をたくさんの方にご覧いただけることを楽
しみにしています。この機会に、大田原市
に根付く、竹工芸の美しさに触れてみては
いかがでしょうか。

審査会（第25回全国竹芸展）

即売会（第25回全国竹芸展）

展示会（第25回全国竹芸展）

42023.10
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体県立県北体育館黒黒羽庁舎

湯湯津上庁舎本本庁舎ト ピ ッ ク ス
新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。

インフルエンザの定期予防接種のお知らせ
　本市では、以下の方を対象としたインフルエンザ定期予防接種を次のとおり実施します。なお、小児を対象
とした助成は実施しません。

●接種期間　10月１日㊐～令和６年２月29日㊍
※医療機関によって接種開始時期が異なります。各医療機関にお問い合わせください。
●受け方　本人または家族が医療機関に直接連絡し、体調の良いときに受けてください。
●委託医療機関　市内医療機関（眼科･皮膚科などを除く）
※委託医療機関以外（県外・一部市外）で接種する場合、事前の手続きが必要です。ただし、県内

の医療機関で「栃木県内定期予防接種の相互乗り入れ事業」に参加する医療機関、または個別に
市と委託契約を結ぶ医療機関は、事前の手続き無く接種が受けられます。詳細は市HPをご覧いた
だくか、健康政策課へお問い合わせください。

対象者
※大田原市に住所を有する方（原発避難者を含む）のうち下記に該当する方 費用 接種回数 持ち物

① 65歳以上の方（接種日時点での年齢）
② 60 歳～ 64 歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能や HIV により

免疫の機能に障害があり、身体障害者手帳１級の交付を受
けている方

無料
※委託医療機関でな

い場合は自己負担
が発生する場合が
あります。

１人１回 保険証

健康政策課　本３階　
０２８７（２３）８９７５

対象者年齢（生年月日）

❶

65歳（昭和33年４月２日～昭和34年４月１日）

70歳（昭和28年４月２日～昭和29年４月１日）

75歳（昭和23年４月２日～昭和24年４月１日）

80歳（昭和18年４月２日～昭和19年４月１日）

85歳（昭和13年４月２日～昭和14年４月１日）

90歳（昭和８年４月２日～昭和９年４月１日）

95歳（昭和３年４月２日～昭和４年４月１日）

100歳（大正12年４月２日～大正13年４月１日）

❷
60 歳～ 64 歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能や
HIV により免疫の機能に障害があり、身体障害者
手帳１級の交付を受けている方

　令和５年度対象者への助成期間は、令和６年３月
31日㊐までです。
●対象者　大田原市に住所を有し（原発避難者を含む）、

今までに肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス NP）を
受けたことがない方で、表の❶または❷に該当する
方

●接種回数　１人１回
●医療機関窓口で支払う自己負担額　4,100 円（接種費

用 7,900 円のうち、3,800 円を市が負担）
※委託医療機関でない場合は、自己負担額が変わる場

合があります。
※生活保護などを受給されている方は、自己負担額が

助成されます。市での事前の手続きが必要です。
●受け方　医療機関に連絡し、市が発行した予防接種

券を持参
※体調の良いときに受けてください。
●持ち物　保険証、予防接種券
※対象の方には４月上旬にお送りしています。お手元

にない場合は健康政策課までご連絡ください。
●委託医療機関　医療機関の取り扱いについては、イ

ンフルエンザ定期予防接種と同様
※ときながメンタルクリニック、西田整形外科医院お

よび吉成小児科医院では高齢者の肺炎球菌感染症定
期予防接種は実施していません。詳細は市
HPをご覧いただくか、健康政策課へお問い
合わせください。

　また、今年度対象とならない方で、以下の①～③全
てに該当する方は、大田原市法定外予防接種として、
同じく費用助成が受けられます。接種を希望される場
合は、事前の手続きが必要です。（健康政策課・各支所・
出張所）
① 65 歳以上
②過去に肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス NP）を

全額自費で受けてから５年以上経過している、また
は接種を受けたことがない

③過去にこの費用助成を受けていない

高齢者の肺炎球菌感染症定期予防接種のお知らせ
定期予防接種はお済みですか 健康政策課　 ３階

０２８７（２３）８９７５
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行政改革年度別実施計画の実施状況（令和４年度）
　令和４年度における行政改革の実施状況をお知ら
せします。
　本市では、第４次大田原市行政改革大綱に基づ
き、年度別に具体的な取り組みを「実施計画」にま
とめ、行政改革を推進しています。各年度の実施状
況は、庁内組織である「行政改革推進本部」におい
て進捗管理を行い、外部委員で構成される「行政改

第４次大田原市行政改革大綱に基づく 情報政策課　本６階
０２８７（２３）８９５９

革推進委員会」に報告し、委員からの助言や提言を
翌年度以降の取り組みに反映させています。
※年度別計画の達成状況は、取り組みごとに設定した

基準に基づき、ＡからＤまでの４段階で評価してい
ます。

　詳細は市HPをご覧ください。

小項目 年度別計画
取組実績 評

価【目標】 【実績】

自主防災組織の推進
①自主防災組織の新規結成数
②自主防災組織などへの出前講座

（防災講話）の実施回数

①年間２組織以上
②年間10回以上

①２組織
②13回 Ａ

情報発信の充実

①ホームページの年間のアクセス
数

②よいちメールの登録者数
③市公式ツイッターフォロワー数

①105万件以上
②1万4,200人以上
③2,700人以上

①194万4,643件
②1万4,907人
③2,870人

A

道路の里親制度の推進 ①道路の里親数
②道路の活動総延長

①25団体（人）以上
②29.9㎞以上

①29団体
②32.7㎞ A

１　「市民との協働によるまちづくり」

小項目 年度別計画
取組実績 評

価【目標】 【実績】

組織機構の見直し 組織機構の見直し実施状況 組織機構の見直し実施
部の見直し １部
課の見直し １課
係の見直し ２係

A

定員管理の適正化 毎年度４月１日時点の正職員数 555人以下 556人 A

業務の民間委託
①指定管理者制度の導入施設数
②指定管理者への評価、助言及び

指導の実施件数

①14施設以上
②評価の結果「改善の指示」

件数０

①14施設
②「改善の指示」件数０ Ａ

ＩＣＴを活用した業務
の効率化

①業務プロセスの見直し件数
②ＩＣＴの活用により効率化した

事務処理などの件数

①10件以上
②５件以上

①10件
②８件 A

事務事業の検証・改善
行政評価の結果について、改善内
容を次年度の事業に反映できた割
合

80％以上
評価対象事業数135のうち

・改善件数・割合109件  80.7%
・未改善件数・割合26件  19.3%

A

行政手続の利便性向上 ①オンライン化対象の手続数
②オンライン化対象手続利用件数

①100件
②2万5,000件

①114件
②9万2,480件 A

職員提案制度の充実 ①職員提案の提出件数
②優秀提案の件数

①７件以上
②２件以上

①13件
②10件 A

職員の働き方改革 月30時間を超えて時間外勤務を
行った職員数（延べ人数） 176人以下 227人（対象職員数498人） Ｃ

２　「効率的な行政運営」

小項目 年度別計画
取組実績 評

価【目標】 【実績】

財政の健全化

①市債残高
②財政調整基金残高
③経常収支比率
④実質公債費比率
⑤将来負担比率

①184億円以下
②10億円以上を確保
③前年度（89.2％）以下
④13.3％以下
⑤110.3％以下

①142億966万円
②18億1,373万円
③94.1％
④6.2％
⑤37.0％

Ｂ

３　「持続可能な財政構造の確立」
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小項目 年度別計画
取組実績 評

価【目標】 【実績】

市税等の徴収率（収納
率）の向上

①市税
②国民健康保険税
③介護保険料（普通徴収）
④保育料
⑤住宅使用料
※それぞれ現年度分の徴収率

①99.4%
②96.7%
③95.6%
④前年度（99.1%）以上
⑤前年度（97.6%）以上

①99.7%
②97.8%
③97.2%
④99.2%
⑤97.82%

Ａ

公共施設の計画的な見
直し

大田原市公共施設個別施設計画
に基づく更新、統廃合、長寿命化
を実施した建物の棟数

34棟 15棟 Ｄ

市有財産の有効活用 ①遊休資産の処分件数
②遊休資産の売却額

①10件以上
　（不動産３件、動産７件）
②1,500万円以上

①23件
　（不動産15件、動産８件）
②2,369万9,804円

A

市単独補助金の適正化 補助金現況調書による検証実施
率 検証実施率100% 検証実施率100% A

経費の節減
①本庁舎の電気使用量の削減
②ペーパーレス化の推進による

コピー用紙の削減

①令和元年度比２％の削減
（令和元年度実績851,309kwh）

②前年度比0.7％の削減

①8.7％増（925,497kwh）
②5.7％増 Ｃ

税外収入の確保 ①、②新規の広告事業の実施 ①、②新規実施２件以上

①新規案件 ７件（ホームペー
ジバナー ７件、ネーミング
ライツ ０件）

②新規案件 ２件（くらしのガ
イドブック、子育てガイド
ブック）

Ａ

水道事業の経営健全化 ①現年度分の水道料金の徴収率
②水道有収率

①前年度（99.92%）以上
②82.7% 以上

①99.88%
②85.6% Ｂ

下水道事業の経営健全
化

①現年度分の下水道使用料の徴
収率

②現年度分の下水道事業受益者
負担金の徴収率

③下水道水洗化率

①前年度（99.77%）以上
②前年度（98.51%）以上
③93.65% 以上

①99.79%
②98.9%
③94.1%

A

３　「持続可能な財政構造の確立」

湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 体県立県北体育館本本庁舎

大田原市教育委員会委員の任命について
　大田原市教育委員会委員の任期満了に伴い、市議会９月定例会で同意を得て、右
記の方が任命されました。任期は令和５年 10 月１日から令和９年９月 30 日です。

総務課　本６階　　
０２８７（２３）８７０２

深澤 道昭 氏
（蛭田）

再任

栃木県市町村総合事務組合職員採用試験
●採用予定　令和６年４月１日
●採用試験申込書
▶栃木県市町村総合事務組合にて配布
▶HPからダウンロード
※郵送を希望する場合は、返信用封筒（角２型、120

円切手貼付、宛先明記）を同封し、「申込書希望」と
記して問合せ先まで請求してください。

●申込方法　「採用試験申込書」に必要事項を記入し、
写真を添付のうえ、郵送または持参

●受付期間　10 月２日㊊～ 31 日㊋（午前８時 30 分
～午後５時 15 分）必着（㊏㊐㊗を除く）

●職種および人員　一般事務　若干名
●受験資格　昭和 63 年４月２日から平成 14 年４月

１日までに生まれた方
●試験の期日・内容

【第１次試験】
　期日：11 月 19 日㊐
　内容：教養試験（高等学校卒業程度）・適応性検査

【第２次試験】
　期日：12 月９日㊏または 12 月９日㊏・10 日㊐の
　　　　両日
　内容：作文試験・口述試験
●場所　栃木県自治会館

令和５年度 問申栃木県市町村総合事務組合総務課
〒320-0032　宇都宮市昭和１- ２-16 栃木県自治会館２階

０２８（６２５）３０１１
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大田原市議会議員選挙のお知らせ 選挙管理委員会　本８階
０２８７（２３）８７３６

●投票日　11 月 19 日㊐
●投票時間　午前７時～午後６時
●投票できる方　平成 17 年 11 月 20 日以前に生まれ

た方で、令和５年８月 11 日以前から大田原市に引
き続き住所（住民登録）があり、選挙人名簿に登録さ
れている方（転入者については、同日までに転入届
をした方）。ただし、11 月 19 日までに他の市町村
に転出した方は、投票入場券が郵送されていても投
票はできません。

●開票　投票日の午後７時 20 分から、湯津上農村環
境改善センターで行います。投開票状況については、
随時、市HPでお知らせします。
●選挙公報の配布　候補者の人物や政見を知っていた

だくため、選挙公報を配布します。新聞折り込みの
ほか、各支所、各出張所、各地区公民館などに備え
付ける予定ですのでご利用ください。また、音声版
の選挙公報が必要な方は選挙管理委員会までお問い
合わせください。

◎投票所入場券裏面の『期日前投票宣誓書（兼請求書）』に必要事項を記入してご持参ください。
◎投票所入場券は 11月13日㊊から順次発送します。郵便事情によりお手元に届くまでに４日程度かかる場合が

あります。入場券がお手元に届く前でも、期日前投票所に備えてある宣誓書を利用して投票ができます。

期日前投票所 期　　間 時　　間

市役所本庁舎 101 市民協働ホール 11月13日㊊～18日㊏ 午前８時30分～午後８時

黒羽庁舎１階ロビー 11月13日㊊～18日㊏ 午前８時30分～午後５時

湯津上庁舎102会議室 11月13日㊊～17日㊎
※11月18日㊏は開設しません 午前８時30分～午後５時

両郷地区コミュニティセンター会議室（両郷出張所） 11月15日㊌ 午前９時～正午

黒羽農業構造改善センター会議室（須賀川出張所） 11月15日㊌ 午後１時30分～４時30分

佐久山地区公民館会議室 11月16日㊍ 午前９時～正午

野崎研修センター会議室 11月16日㊍ 午後１時30分～４時30分

  道の駅那須与一の郷情報館研修室 11月17日㊎～18日㊏ 午前９時～午後６時

期日前投票をご利用ください

1郵便などによる不在者投票
　歩行が困難な方のうち、次の要件に該当する方は、
事前に選挙管理委員会で「郵便等投票証明書」の交付を
受け、自宅で投票することができます。
①身体障害者手帳をお持ちで、下表の障害名について、

その等級に該当する方
②介護保険の要介護者で要介護５の方
※事前に「郵便等投票証明書」の交付申請が必要です。

すでに、「郵便等投票証明書」をお持ちの方の請求期
限は 11 月15日㊌までになります。

※詳細は選挙管理委員会にお問い合わせください。
2点字投票
　目の不自由な方は、点字による投票をすることがで
きます。各投票所には点字器を備えております。
3代理投票
　身体の障害などにより自分で候補者の氏名を書くこ
とができない方は、投票所の係員による「代理投票」を
ご利用ください。代理投票の利用には、本人が投票所

障害名 等級

両下肢・体幹機能・移動機能などの障害 １級 ･ ２級
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・
小腸などの機能障害 １級 ･ ３級

免疫・肝臓の障害 １級～３級

投票の諸制度をご利用ください
までお越しになることが必要です。
4代理記載制度
　郵便等投票証明書の交付を受けている方で、次の要
件に該当する方は、代理記載により投票をしてもらう
ことができます。
①身体障害者手帳の交付を受けている方で、身体障害

者手帳に上肢または視覚の障害の程度が「１級」と記
載されている方

②戦傷病者手帳の交付を受けている方で、戦傷病者手
帳に上肢または視覚の障害の程度が「特別項症から
第２項症まで」と記載されている方

※詳細は選挙管理委員会にお問い合わせください。
5滞在地での不在者投票
　住所が本市にあって、出張や在学などで長期間他の
市町村に滞在している方は、郵便により滞在地で不在
者投票をすることができます。
　マイナンバーカードを利用して投票用紙の
請求をすることもできます。詳細は、市HPを
ご覧ください。
6病院や老人ホームなどに入院・入所中の方の不在者投票
　都道府県選挙管理委員会から指定を受けている病院
や老人ホームなどの施設に入院・入所中の方は、その
施設内で不在者投票をすることができます。詳細は、
入院・入所中の施設にお問い合わせください。
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湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 体県立県北体育館本本庁舎

投票済証の発行はしていません
　投票済証は、投票に来られた方に投票の証として発行するものです
が、法的根拠がないため、選挙管理委員会の判断に委ねられています。
　使用方法によっては、利益誘導や買収など不適切に利用される恐れ
があること、投票に行かなかったことを理由に不利益を受ける可能性
があることを考慮するとともに、有権者ひとりひとりが自ら考え、判
断し、一票を投じていただきたいという考えから投票済証の発行はし
ていません。ご理解のほどお願いします。

ぬり絵展示会を開催します
　市内幼稚園・保育園の年長児から応募の
あった選挙啓発ぬり絵の展示会を行います。
●日時　11 月 13 日㊊～ 18 日㊏午前８時 30
分～午後８時

※期日前投票期間と同じです。
●場所　市役所本庁舎 101 市民協働ホール前

人権擁護委員の紹介 政策推進課　本６階
０２８７（２３）８７１５

　人権擁護委員は法務大臣から委嘱を受け、日常生活の中で基本的人権が侵されることのないよう活動してい
ます。身近な人権問題についての相談や、子どもに向けた各学校での人権教室、地域の皆さまの人権への関心
を高めるための街頭啓発活動などを行っています。令和５年 10 月１日付けをもって、次の方々が委嘱されまし
たのでお知らせします。

藤田 昌子 氏
（狭原）

新任土屋 幸枝 氏
（南金丸）

新任小宮 明美 氏
（富士見）

再任

学校教育課　本４階
０２８７（２３）３１２５小・中学校学力調査の結果と分析

大田原市立

３　今後の取組
　各学校では、結果の分析および学力向上策を検討し、
児童生徒への学習指導の改善・充実に生かしていきます。

　市では児童生徒の学力向上策の一環として各種学力調査を実施しています。その結果を分析し、児童生徒ひ
とりひとりの学力向上策や日々の授業改善に生かしています。
　４月に実施された全国および栃木県の学力調査の結果は次のとおりです。

●期日　令和５年４月 18 日
●教科　▶小学６年生：国語・算数
　　　　▶中学３年生：国語・数学・英語

●期日　令和５年４月 18 日
●教科　▶小学４・５年生：国語・算数・理科
　　　　▶中学２年生：国語・社会・数学・理科・英語

教科
市 全国 栃木県

正答率 正答率 比較
（市－国）

正答率 比較
（市－県）

小
学
校

国語 73 67.2 ＋5.8 67 ＋6

算数 69 62.5 ＋6.5 63 ＋6

中
学
校

国語 73 69.8 ＋3.2 70 ＋3

数学 54 51.0 ＋3.0 50 ＋4

英語 48 45.6 ＋2.4 44 ＋4

小
学
校

教科
４年 ５年

市 栃木県 比較
（市－県）

市 栃木県 比較
（市－県）

国語 70.2 65.2 ＋5.0 67.6 62.9 ＋4.7
算数 72.6 67.2 ＋5.4 62.9 57.3 ＋5.6
理科 67.1 65.6 ＋1.5 70.4 65.7 ＋4.7

中
学
校

教科
２年

市 栃木県 比較
（市－県）

国語 65.7 61.4 ＋4.3
社会 63.1 55.9 ＋7.2
数学 60.7 53.2 ＋7.5
理科 54.9 49.0 ＋5.9
英語 58.8 54.2 ＋4.6

全国学力・学習状況調査平均正答率 とちぎっ子学習状況調査平均正答率

１ 全国学力・学習状況調査 ２ とちぎっ子学習状況調査

　デマンド交通（らくらく与一号）を利用して投票所に行く
ことができます。（ＷＥＢまたは電話で予約が必要）

デマンド交通が利用できます

【電話予約先】
山和タクシー有限会社
予約センター
０２８７（２６）１７１７

★湯津上庁舎期日前投票所を 11 月 18 日㊏に
開設しないことに伴い、湯津上地区にお住まい
の方が 11月18日㊏に期日前投票所ま
でデマンド交通を利用する場合は、
往復分の利用者負担額が無料になり
ます。詳細は市HPをご覧ください。

【ＷＥＢ予約（要登録）】
詳細は、市HPを
ご覧ください。
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●公売（入札）の日時　11 月 27 日㊊午前 10 時～ 10 時
10 分（午前９時 40 分集合）

●公売（入札）の場所　本庁舎１階　市民協働ホール
●参加方法　事前申込は不要ですが、農地（売却区分
51-1，52-1，52-2，54-1）の入札には、市農業委員会
の発行する【買受適格証明書（農地法第３条または第
５条）】が必要となります。【買受適格証明書】の申請期
限は 10 月 31 日㊋です。（ただし売却区分 54-2,56-1
は土地登記簿上の地目にかかわらず農地等には該当
しない「現況非農地」の扱いとなり、買受適格証明書は
不要です。）

※入札前に公売の説明を行いますので、開始時刻の 20
分前（午前９時 40 分）までにご来場ください。

※公売保証金は受付時に納付いただきます。納付期限は
入札終了時刻の５分前（午前 10 時５分）です。

●公売の参加条件および注意事項
　▶入札に際し公売保証金、印鑑、マイナンバーカード
など本人確認ができるものが必要です。▶代理で参
加する場合には、委任状が必要です。▶法人の場合は、
商業登記簿謄本をお持ちください。また、最高価申
込者及び次順位買受申込者以外の方が納付した公売
保証金を返還する際に、返還を受ける方が営業者（営
利法人または不動産業者等である個人）である場合に
は、公売保証金の返還に係る領収証書に収入印紙（200
円）を貼付し消印する必要がありますので留意してく
ださい。▶入札に参加される方は、「陳述書」（暴力団
員等でないことを陳述する書類）の提出が必要です。
また、他者から資金の提供を受けるなどしてその指示

のもと入札される場合は、入札を指示した方も、陳述
書を提出する必要があります。▶宅地建物取引業者ま
たは債権回収業の営業許可を受けている方は、その
免許証または許可証の写し（有効期間内のもの）を陳
述書と併せて提出してください。▶売却区分 54-2 は、
対象物件の北側隣接地に建っている住宅が一部越境
しています。また、敷地内に高低差がありますが、買
受後に切土・盛土をする計画がある場合は、再開発に
該当する可能性があるため、都市計画課へ事前に相談
ください。▶売却区分 55-1 は、宅地は共有持分 100
分の 99、居宅は共有持分３分の２の公売となります。
また、居宅には現在居住している方がいます。▶「現
況非農地」の扱いとされている土地の所有権を取得し
た買受人に対し、農地等には該当しない農業委員会の
「回答書」を交付しますので、速やかに法務局へ地目の
変更の登記を申請してください。▶不動産の概要は、
登記簿上の表示であり、入札前にあらかじめ公売す
る不動産の現況を確認し、関係公簿などを閲覧した上
で、入札してください。▶期日までに滞納者が滞納金
額を完納した場合、公売は中止となります。▶落札
した不動産について、現地引渡しは市では行いませ
んのでご了承ください。▶落札した不動産について、
敷地内、建物内に動産がある場合があります。処分
についての協議は所有者の方と買受人で行ってくだ
さい。▶落札した不動産の境界確認が必要な場合は、
買受人が行ってください。▶落札した不動産の権利移
転にかかる登録免許税その他諸経費などは買受人の
負担になります。▶市は瑕疵担保責任を負いません。

差押えた不動産を入札により公売します 税務課　本２階
０２８７（２３）８７０３

公告番号 売却
区分 所在 地番

家屋番号
地目
種類

地積
床面積 見積価額 公売

保証金 備考

公告第51号 51-1 加治屋字加治屋 94番588 田 1,982㎡ 500,000円 50,000円 農地

公告第52号
52-1 黒羽向町字築地前 757番 畑 3,008㎡ 720,000円 80,000円 農地

52-2 黒羽向町字築地 800番 畑 1,193㎡ 290,000円 30,000円 農地

公告第53号 53-1 紫塚四丁目 3939番118 山林 384㎡ 340,000円 40,000円

公告第54号

54-1 浅香四丁目 3578番143 田 572㎡ 1,040,000円 110,000円 農地

54-2 加治屋字加治屋 95番4 田
（現況非農地）

714㎡ 3,140,000円 320,000円

54-3
加治屋字加治屋 95番548 宅地 485.71㎡

4,250,000円 430,000円
加治屋字加治屋95番地548 95番548 倉庫 １階19.83㎡

２階19.83㎡

公告第55号 55-1
浅香三丁目 3578番820 宅地 200.79㎡

6,260,000円 630,000円
※持分100分の99

浅香三丁目3578番地820 3578番820 居宅 １階52.25㎡
２階52.25㎡ ※持分３分の２

公告第56号 56-1

黒羽向町字油田 589番4 宅地 361.00㎡

2,200,000円 220,000円
黒羽向町字油田 589番5 宅地 90.30㎡

黒羽向町字油田 589番6 畑
（現況非農地）

36㎡

黒羽向町字油田589番地4 589番4 居宅 140.36㎡
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与一の里大田原市産業文化祭
実行委員会（大田原商工会議所内）
０２８７（２２）２２７３

●日時　11 月４日㊏、５日㊐午前 10 時～午後４時
●場所　県北体育館、美原公園
●内容
【県北体育館正面入口付近】
①開会式典（４日㊏午前９時 30 分から）
【県北体育館メインアリーナ】
②企業展（企業紹介・新製品説明・商談会）
③各種団体・サークルによる展示・即売
④市内小中学校教育祭（絵画・書道・工作）
【県北体育館サブアリーナ】
⑤ピエロパフォーマンス、バルーンパフォーマンスなど

第 35回与一の里大田原市産業文化祭　開催
夢・未来そして郷土愛23

【美原公園】
⑥市内商店の商品バザール
⑦参加団体模擬店
※詳細は後日配布の新聞折り込みチラシをご覧ください。

桧木沢よつばカフェ（川西地区）

コラム ～ 見つけました  ささえ愛～ Vol.24

　「子どもから大人までが一堂に集まる機会が減り、地域の繋がりが
希薄になりがちなため、先人が築き上げてきた『向こう三軒両隣の桧
木沢精神』を継承し、世代を超えた結びつきを大事にしたい」という
思いから、福祉委員・健康づくりリーダーを中心に、ふれあい直売所
をはじめ有志の方々や川西地区見守り隊の協力を得て桧木沢集落セン
ターで活動しています。
　参加者からは、「ほほえみセンターまでは行けないけど、近くの場
所だからこそ歩いて行ける。」「近くて気楽に集まれる。」「毎月、この
日を楽しみにしています。」との声がありました。参加者の中には３
歳のお子さんや、国際医療福祉大学の学生（ボランティア）もいました。
　カフェのアピールポイントは「男性の参加が多い、わきあいあいで
楽しい、構えず気軽に集まれる」です。
　お近くにお住まいの方は、ぜひ足を運んでみてはいかがですか。
●日時　毎月第３土曜日　午前 10 時～正午
●場所　桧木沢集落センター
●費用　大人 100 円
※参加や見学をご希望の方は開催日に直接お越し下さい。
問大田原市社会福祉協議会黒羽支所
０２８７（５４）１８４９

●認定の対象
・大田原市内で生産または加工製造されたもの
・大田原市内の生産物を材料として加工製造されたもの
●申請資格　認定の対象となる特産品を生産または加
工製造している個人、企業、団体などで、原則として、
市内に主たる事業所を有すること
●募集期間　10月１日㊐～11月17日㊎
●申請方法　大田原ブランド認定申請書に必要な事項

を記載の上、関係書類を添えて上記まで郵送（当日消
印有効）または直接持参
※募集要項、申請書などは上記窓口で配布または市HP
からダウンロードできます。
●選定方法　大田原市ブランド推進協議会において、
申請内容を審査し、ブランド認定を決定
※詳細は、大田原ブランド認定募集要項をご
覧ください。

大田原ブランド認定品の募集 商工観光課　本４階　 ０２８７（２３）３１４５
〒 324-8641　大田原市本町１－４－１

　本市では、大田原市の自然豊かな環境のもとで生産または加工製造される特に優れた特産品を大田原ブラン
ドとして認定し、大田原市の知名度向上と産業の振興、地域活性化を図っていくことを目的として大田原ブラ
ンド認定事業に取り組んでいます。
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がん検診を受けましょう
～がんの早期発見・早期治療のために～

　一生のうちに、約２人に１人が何らかのがんにかかると言われており、
身近な病気です。栃木県でも、死亡原因第１位はがんとなっています。
がんによる死亡者数を減らすためには、がんにならないこと（１次予防）
と早期発見・早期治療（２次予防）が大切です。

健康政策課　本３階
０２８７（２３）８７４７

【１次予防】 がんにならないこと

【２次予防】 がんの早期発見・早期治療

がんの予防

がん検診を受けることが大切です

がん検診の結果が「要精密検査」の場合には

　日本人のがん予防で注意することは、「禁煙」「節酒」
「食生活」「身体活動」「適正体重」の５つの生活習慣と
「感染」の合計６つです。生活習慣を改善するという、

自分自身の努力で、がんになるリスクを減らすこと
が可能です。できそうなことから取り組み、１つで
も多くの健康習慣を身につけていきましょう。

　上記のような生活習慣などに気をつけていたとして
も、必ずしもがんになることを防げるわけではありませ
ん。そこで重要なのが「がん検診」です。がん検診の目的
は、がんを早期に発見し、適切な治療を行うことで、が
んによる死亡率を減少させることです。
　がんは死亡原因の第１位となっていますが、大田原市
のがん検診受診率は、国の目標値である 60％に達して
いない状況です。がんの早期発見、早期治療のために、
がん検診を受けましょう。集団健診は 12 月まで行って
います。がん検診をまだ受診していない方は、この機会
に受診しましょう。

　精密検査は必ず受けましょう。がん検診で精密検査が
必要（要精密検査）と判定された場合、がんの疑いを含め
て異常がありそうと判断されたということです。
　「症状がない」「健康だから」といった理由で精密検査
を受けないと、がんを放置してしまう可能性があります。
　検診で見つかるがんの多くは治療可能な早期がんで
す。
　必要以上に恐れることなく、まずは精密検査を受ける
ことが大切です。

大腸がんの死亡数は男性第２位、
女性第 1 位ですが、大腸がんの精
密検査受診率が特に低い！

国が目標としている受診率

％
83.7

胃 肺 大腸 子宮 乳
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74.6 81.3

90.8

１　禁煙する
２　節酒する
３　食生活を見直す
４　身体活動を促す
５　適正体重を維持する
６　感染症の検査を受ける

科学的根拠に根ざしたがん予防ガイドライン
「日本人のためのがん予防法 (5+1)」

令和４年度 大田原市 精密検査受診率

令和４年度 大田原市
指針年齢のがん検診受診率

令和４年度栃木県人口動態統計の概況
主な死因別死亡数の割合（栃木県）
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身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

栃
木
県
で
は
身
体
障
害
者
へ
の
相

談
、
支
援
を
目
的
と
し
た
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
の
巡
回
相
談
を
実
施
し

て
お
り
、
11
月
は
大
田
原
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
1
日
㊌
午
後
２
時
～

４
時

●
場
所　

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

無
料

●
内
容

①
補
装
具
な
ど
の
適
合
判
定

②
医
学
的
な
相
談
お
よ
び
判
定

③
そ
の
他
生
活
全
般
の
相
談

●
申
込
方
法　

10
月
18
日
㊌
ま
で
に

左
記
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込

み
問
申
福
祉
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

人
工
透
析
通
院
燃
料
費
助
成
金
支
給

事
業
の
申
請
を
受
付
し
ま
す

　

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
の

通
院
に
要
す
る
自
家
用
自
動
車
の
燃

料
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
①
～
⑤
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

②
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

③
人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
、

週
２
回
以
上
、
片
道
１
㎞
以
上
の

医
療
機
関
へ
自
家
用
自
動
車
を
利

用
し
て
通
院
し
て
い
る

④
大
田
原
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

●
助
成
額　

年
間
の
通
院
距
離
に
、

１
㎞
あ
た
り
10
円
を
乗
じ
た
額
を

助
成（
週
２
回
ま
で
、
片
道
30
㎞

を
上
限
）

●
持
ち
物　

▼
身
体
障
害
者
手
帳
▼

当
該
通
院
に
利
用
す
る
自
家
用
自

動
車
の
自
動
車
検
査
証
▼
自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
特
定
疾

病
療
養
受
療
証

問
申
福
祉
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

那
須
赤
十
字
病
院　

第
97
回
が
ん
の

つ
ど
い

●
日
時　

11
月
４
日
㊏
午
前
10
時
～

11
時

●
場
所　

那
須
赤
十
字
病
院
多
目
的

ホ
ー
ル（
ア
イ
ン
薬
局
２
階
）

●
対
象
者　

が
ん
患
者
お
よ
び
家
族

●
費
用　

無
料

●
定
員　

16
名（
先
着
順
）

●
内
容　

が
ん
患
者
お
よ
び
ご
家
族

の
皆
さ
ま
同
士
で
、
悩
み
や
不
安

か
ら
最
近
の
出
来
事
な
ど
話
を
聞

き
あ
う
集
ま
り
で
す
。

●
申
込
方
法　

11
月
２
日
㊍（
平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）ま

で
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

※
人
数
を
制
限
し
、
一
般
的
な
感
染

対
策
を
行
っ
て
実
施
し
ま
す
。
体

調
に
留
意
し
、
参
加
に
つ
い
て
ご

判
断
く
だ
さ
い
。

問
申
那
須
赤
十
字
病
院

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
２
２

国
際
医
療
福
祉
大
学　

地
域
公
開
講

座
参
加
者
募
集

【
第
１
回
】

●
日
時　

10
月
15
日
㊐
午
前
10
時
～

11
時
30
分（
講
演
60
分
）

●
内
容　

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
、
認

知
症
予
防
の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

●
講
師　

鹿
児
島
大
学
医
学
部
教
授　

牧
迫 

飛
雄
馬 

氏

【
第
２
回
】

●
日
時　

11
月
５
日
㊐
午
後
２
時
～

３
時
30
分（
講
演
60
分
）

●
内
容　

コ
ロ
ナ
後
の
感
染
症
と
の

つ
き
あ
い
方

●
講
師　

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学

部
教
授　

松
本 

哲
哉 

氏

【
共
通
】

●
場
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｆ
棟
１
０
１
大
講
堂

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

申
し
込
み
不
要

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
・
変
更
な
ど
は
ｈ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
国
際
医
療
福
祉
大
学
総
務
課

　

０
２
８
７（
２
４
）３
０
０
０

第
26
回
　
大
田
原
市

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

●
日
時　

10
月
21
日
㊏
午
前
10
時
～

午
後
１
時

●
場
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
内
容

▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

バ
ン
ド
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
知
的
障

害
者
疑
似
体
験
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
体
験

▼
展
示

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
啓
発
、
施
設
紹

介
、
学
校
紹
介
、
作
業
学
習
製
作

品
、
書
道
作
品
、
絵
画
作
品
、
木

工
作
品

▼
模
擬
店

　

焼
き
そ
ば
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
た
こ
焼

き
、
織
物
座
布
団
、
ク
ッ
キ
ー
、

野
菜
、コ
ー
ヒ
ー
豆
な
ど
の
販
売
、

バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム

▼
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　

福
祉
相
談
所
、
ま
ち
の
保
健
室

問
福
祉
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

お稽古時間

水曜日 16：30 ～ 18：30　・１回 1 時間程度

土曜日 13：00 ～ 19：00　・基本的に月３回

　無料体験会のご予約は　☎ 0287-22-4731

　大田原市浅香２丁目 3574 番地 64

お子さんと一緒に、あるいはお孫さんと一緒

に楽しんでみませんか？

ホームページ

⇐

健
康
・
福
祉

国
際
医
療
福
祉
大
学

地
域
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

第
26
回
大
田
原
市
福
祉
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り

那
須
赤
十
字
病
院

第
97
回
が
ん
の
つ
ど
い

人
工
透
析
通
院
燃
料
費
助
成
金

支
給
事
業
の
申
請
受
付

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

問
申

本

問
申

本

問
申

HP

問

本

問

　ブラウザやアプリ、スマホ・タブレットで「広報
おおらわら」を閲覧できます。音声読み上げ機能に
も対応しています。ぜひ、ご覧ください。
※一部言語は読み上げに対応していません。

広報おおたわらを10言語で配信しています

広報おおたわら　カタログポケット 検　索

　情報政策課　　 ６階　　０２８７（２３）８７００本
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国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
申
請

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す

　

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
月
内
に

支
払
っ
た
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

分
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
該
当
す
る
た
び
に
申

請
手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、
令
和

５
年
10
月
１
日
以
降
に
該
当
と
な
る

分
か
ら
は
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
初

回
の
み
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と

で
、
次
回
以
降
は
指
定
の
口
座
に
自

動
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

　

簡
素
化
対
象
者
に
は
、
順
次
、
ご

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
事
前

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
す
で
に
高
額
療
養
費
に
該

当
し
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
簡
素
化

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
請
窓
口　

国
保
年
金
課
、
黒
羽

支
所
総
合
窓
口
課
、
湯
津
上
支
所

総
合
窓
口
課

問
申
国
保
年
金
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
５
７

公
募
型
樹
木
伐
採
の
実
施
に
つ
い　

て
　

栃
木
県
で
は
、
河
川
内
に
繁
茂
し

て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
、
個
人
・
団

体
問
わ
ず
、
本
人
が
伐
採
し
、
無
償

で
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
栃
木
県
ｈ

ま
た
は
各
土
木
事
務
所

ｈ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

所
定
の
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
応
募

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

10
月
６
日
㊎
～
20
日

㊎
問
栃
木
県
河
川
課

　

０
２
８（
６
２
３
）２
４
４
４

問
栃
木
県
大
田
原
土
木
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
３
）６
５
４
３

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
、
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
っ
た
場

合
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
で
す
。

●
市
内
の
土
地
の
取
引
で
届
出
の
必

要
な
面
積

①
都
市
計
画
区
域
内
５
０
０
０
㎡
以
上

②
都
市
計
画
区
域
外
１
万
㎡
以
上

※
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
取

得
す
る
土
地
が
隣
接
し
、
ひ
と
ま

と
ま
り
の
土
地
の
合
計
面
積
が

①
・
②
の
面
積
以
上
と
な
る
場
合

（
一
団
の
土
地
）に
は
、
個
々
の
契

約
ご
と
に
届
出
が
必
要
で
す
。

●
届
出
の
必
要
な
取
引
　
売
買
、
交

換
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
営
業
譲

渡
、
譲
渡
担
保
、
権
利
金
等
の
一

時
金
を
伴
う
地
上
権
、
賃
借
権
の

設
定
、
譲
渡
な
ど

●
届
出
者
　
権
利
取
得
者（
土
地
売

買
の
場
合
は
買
主
）

●
届
出
期
限
　
契
約
日
か
ら
２
週
間

以
内（
契
約
日
を
含
む
）

●
届
出
書
類
　
土
地
売
買
等
届
出
書

１
部

問
都
市
計
画
課　

本
５
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
１

無
料
調
停
相
談
会
開
催

●
日
時
・
場
所

 

・
11
月
２
日
㊍
黒
磯
公
民
館（
い
き

　

い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）（
那

須
塩
原
市
桜
町
１
‐
５
）

 

・
11
月
９
日
㊍
市
総
合
文
化
会
館

 

・
11
月
16
日
㊍
矢
板
公
民
館（
矢
板

　

市
矢
板
１
０
３
‐
１
）

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
ま
で
行
い
ま
す
。

●
相
談
員　

宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁

判
所
大
田
原
支
部
所
属
調
停
委
員

●
相
談
内
容

・
土
地
、
建
物
、
金
銭
、
交
通
事
故

な
ど
民
事
に
関
す
る
問
題

・
夫
婦
、
親
子
、
相
続
、
戸
籍
な
ど

家
事
に
関
す
る
問
題

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判
所
大
田

原
支
部

　

０
２
８
７（
２
２
）２
１
１
２

一
人
ひ
と
り
が
輝
く

　
　
　

大
田
原
の
つ
ど
い　

開
催

　

大
田
原
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、誰
も
が
心
豊
か
に
自
分
ら
し

く
輝
い
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
居
場
所
が

あ
る
学
校
づ
く
り
」を
目
指
す
小
学

校
の
取
り
組
み
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
28
日
㊏
午
後
２
時
～

４
時 （
開
場
午
後
１
時
30
分
）

●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

申
し
込
み
不
要

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内
容　

映
画「
み
ん
な
の
学
校
」上

映
会

申
問
政
策
推
進
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

年
金
・
国
保

く
ら
し

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
申

請
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す

公
募
型
樹
木
伐
採
の
実
施
に

つ
い
て

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

無
料
調
停
相
談
会

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
大
田
原
の

つ
ど
い（
映
画
上
映
会
）

問
申

本

HP

HP問問

問

本

問問
申

本
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問
総
務
省
栃
木
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー

　

０
２
８（
６
３
４
）４
６
８
０

問
情
報
政
策
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
０

水
道
管
の
洗
管
作
業
の
実
施
に
つ
い

て　
消
火
栓
な
ど
を
使
用
し
た
際
の
流

速
変
化
に
よ
る
に
ご
り
水
の
発
生
を

な
く
す
た
め
に
、
水
道
管
の
清
掃
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
作
業
中
は
に
ご

り
水
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

水
道
の
利
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
13
日
㊊
～
17
日
㊎
午

後
11
時
～
午
前
５
時
予
定

●
場
所
　
新
富
町
全
域
、
中
央
１
丁

目
一
部
、
元
町
１
丁
目
、
元
町
２

丁
目
一
部

問
上
下
水
道
課　

本
５
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
３

動
物
の
死
体
を
見
つ
け
た
ら

　

市
道
や
公
園
、
河
川
な
ど
、
公
共

の
場
所
で「
動
物
の
死
体
」を
見
つ
け

た
場
合
は
、
各
管
理
者
も
し
く
は
生

活
環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

個
人
の
庭
や
畑
、
地
域
で
管
理

す
る
用
水
路
な
ど
に「
動
物
の
死

体
」が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
者
が
片
づ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

個
人
で
の
処
理
が
困
難
な
場
合

は
、
清
掃
事
業
者
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い（
費
用
は
各
管
理
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
）。

　

な
お
、自
身
の
管
理
地
に
あ
る「
動

物
の
死
体
」を
む
や
み
に
道
路
な
ど

に
投
棄
す
る
と
、
不
法
投
棄
と
み
な

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
６

毎
年
10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間
で
す

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税
の

脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
の
代
替
燃
料

と
し
て
灯
油
や
重
油
を
混
和
す
る
な

ど
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
自
動
車

の
燃
料
と
し
て
灯
油
や
重
油
を
使
用

す
る
な
ど
、
不
正
軽
油
に
関
わ
る
者

は
、
す
べ
て
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
、
栃

木
県
税
事
務
所
ま
た
は「
不
正
軽

油
１
１
０
番
情
報
提
供

フ
ォ
ー
ム
」に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
軽
油
引
取
税
調

査
担
当

　

０
２
８
２（
２
３
）３
８
６
２

相
続
・
遺
言
な
ん
で
も
休
日
相
談

会
＆
講
演
会

●
日
時　

10
月
29
日
㊐
午
前
10
時
～

午
後
３
時

●
場
所　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ（
宇

都
宮
市
若
草
１
‐
10
‐
６
）

●
内
容　

相
続
登
記
義
務
化
に
伴
う

法
務
局
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
相
続
、

遺
言
お
よ
び
土
地
の
境
界
に
つ
い

て
の
無
料
相
談
と
講
演
会

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

左
記
へ
電
話
で
申
し

込
み

※
詳
細
は
宇
都
宮
地
方

法
務
局
ｈ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
申
宇
都
宮
地
方
法
務
局
総
務
課

　

０
２
８（
６
２
３
）０
９
１
１

図
柄
入
り
那
須
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
交
付
開
始
日
が
決
定
し
ま
し
た

●
交
付
開
始
日
　
10
月
23
日
㊊

※
詳
細
は
市
ｈ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
図
柄
入
り
那
須
ナ
ン
バ
ー
導
入
実

行
委
員
会（
那
須
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
管
理
課
）

　

０
２
８
７（
６
５
）３
６
１
１

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
公
有
財
産
を
売
却

し
ま
す
。

●
参
加
申
込
期
間　

10
月
20
日
㊎
午

後
１
時
～
11
月
７
日
㊋
午
後
２
時

●
入
札
期
間　

11
月
21
日
㊋
午
後
１

時
～
28
日
㊋
午
後
１
時
ま
で

※
詳
細
は
市
ｈ
、
ま
た
は
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ｈ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
９
５

10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談
週
間

で
す

　

総
務
省
で
は
、
10
月
16
日
㊊
～

22
日
㊐
ま
で
の
一
週
間
を「
行
政
相

談
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。
関
連

事
業
と
し
て
、
大
田
原
市
担
当
の
行

政
相
談
委
員
が
大
田
原
市
産
業
文
化

祭
の
会
場
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
４
日
㊏
・
５
日
㊐

　

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
県
北
体
育
館　

メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

※
毎
月
の
行
政
相
談
開
設
日
時
に
つ

い
て
は
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ＫＳＩ官公庁
オークション

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談

週
間
で
す

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

水
道
管
の
洗
管
作
業
を
実
施
し

ま
す

「
動
物
の
死
体
」を
見
つ
け
た
ら

毎
年
10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
で
す

相
続
・
遺
言
な
ん
で
も
休
日
相

談
会
＆
講
演
会

図
柄
入
り
那
須
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
開
始
日
決
定

HP

HP

HP

問

本

問問

本

問

本

問

本

問

HP

問
申

HP

問
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10
月
は
正
し
い
犬
の
飼
い
方
強
調
月

間
で
す

　

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
う
上
で
次
の

項
目
を
守
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
飼
っ
て
い
る
犬
を
市
に
登
録
し
、

鑑
札
を
首
輪
に
付
け
る

②
毎
年「
狂
犬
病
予
防
注
射
」を
受
け

て
、
注
射
済
票
を
首
輪
に
付
け
る

③
放
し
飼
い
を
せ
ず
、リ
ー
ド
で
つ

な
ぐ
か
柵
内（
屋
内
）で
飼
う

④
散
歩
の
際
は
、
必
ず
リ
ー
ド
を
付

け
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る（
公

園
な
ど
で
も
）

⑤
無
駄
吠
え
な
ど
で
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う「
し
つ
け
」を
す
る

⑥
全
て
の
こ
と
に
責
任
を
も
っ
て
犬

を
飼
う

　

犬
を
飼
う
と
い
う
こ
と
に
は
、
犬

の
命
を
預
か
る
責
任
と
共
に
社
会
に

対
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
マ
ナ
ー

を
守
り
、
責
任
の
あ
る
飼
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
を
む
や
み
に
傷
つ

け
た
り
、
衰
弱
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

の
虐
待
や
、
飼
い
き
れ
な
く
な
っ
た

と
い
う
理
由
で
犬
を
遺
棄
す
る
こ
と

は
法
律
に
違
反
し
ま
す
。
犬
も
人
と

同
じ
命
あ
る
動
物
で
大
切
な
家
族
で

す
。
無
責
任
な
飼
い
方
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
飼
い
犬
が
み
だ
り
に
繁

殖
し
、
適
正
な
飼
育
が
困
難
と
な
ら

な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
避
妊
お
よ

び
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
市
で
は
犬（
猫
）の
避
妊

手
術
費
お
よ
び
去
勢
手
術
費
の
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
主
の
責
務
を
果
た
せ
な
い
場

合
に
は「
狂
犬
病
予
防
法
」「
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」「
栃

木
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」に
基
づ
き
、
厳
し
い
罰
則

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
理
解
し
、
正
し
い
飼
い
方
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
犬
の
新
規
登
録
お
よ
び
転
入
・
死

亡
・
譲
渡
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、

生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
に
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
の
各
種
手
続
き
・
避
妊
お
よ
び
去

勢
手
術
費
補
助
金
に
関
す
る
こ
と
】

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
３
２

【
犬
の
飼
い
方
に
関
す
る
こ
と
】

問
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

自動車事故被害者への支援制度について 独立行政法人自動車事故対策機構栃木支所
０２８（６５１）２７０１

　国土交通省所管の独立行政法人自動車事故対策機構
（略称N

ナ ス バ
ASVA）では、自動車事故被害者に対して、様々

な被害者支援制度を行っています。
1重度後遺障害者介護料支給制度
　自動車が関係する事故により、脳、脊髄、胸腹部臓
器を損傷し、重度後遺障害の程度および介護にかかっ
た経費に応じて次の額が支給されます。
●対象者・支援内容
・最重度の方…月額 85,310 円～ 211,530 円
・常時要介護の方…月額 72,990 円～ 166,950 円
・随時要介護の方…月額 36,500 円～ 83,480 円
2交通遺児等生活資金貸付制度
　保護者が自動車に関係する事故で死亡または後遺障
害を残すこととなった中学校卒業までの子どもに対
し、無利子で生活資金を貸し付けます。
・貸付一時金…155,000 円
・月額…10,000 円または 20,000 円
・入学支度金…44,000 円

●返還方法　中学校卒業後 20 年以内の均等払い。高
校・大学などへ進学した場合は在学期間中返還猶予。
※その他、（公財）交通遺児等育成基金より越年資金な
どの支給金も受けられます。
3療養施設の設置・運営
　自動車が関係する交通事故により、脳を損傷し、重
度の後遺障害（遷延性意識障害）を負われた方で、所
定の入院要件に該当する方を対象とする入院施設
（NASVA 療護センター）の設置と運営を行っています。
また、同センターに準じた委託病床も設置しています。
①長期入院（一般入院）
　最大概ね３年の入院期間中、一人一人に合わせた
治療やリハビリなどを行い、退院後の生活に向けた
サポートを行います。
②短期入院
　NASVA 療護センターおよび委託病床の退院者を含
め、在宅介護を支援するため、短期入院も受け入れ
ています。

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

10
月
は
正
し
い
犬
の
飼
い
方
強

調
月
間
で
す

問

本

問
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歳
末
助
け
あ
い
第
60
回
大
田
原
市
民

芸
能
大
会
出
演
者
募
集

●
日
時　

12
月
３
日
㊐
午
後
１
時
か

ら
●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
費
用　

▼
入
場
無
料
▼
出
演
料
一

人
３
０
０
０
円

●
内
容　

大
田
原
文
化
協
会
の
ス

テ
ー
ジ
部
に
よ
る
、
民
謡
、
民
舞
、

日
本
舞
踊
、
新
舞
踊
、
詩
吟
、
剣

詩
舞
な
ど
の
発
表

●
申
込
方
法　

10
月
31
日
㊋
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
大
田
原
文
化
協
会
ス
テ
ー
ジ
部

部
門
長　

花
柳 

喜
乃
治

　

０
２
８
７（
２
２
）８
５
８
５

第
38
回
大
田
原
文
化
協
会
美
術
展
出

展
者
お
よ
び
会
員
の
募
集

●
日
時　

11
月
10
日
㊎
～
12
日
㊐

●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

第
１
・
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
し
て
い
る
方
で
大
田
原
文
化
協

会
美
術
部
員
以
外
の
方

●
募
集
内
容
　
日
本
画
、
水
彩
画
、

色
紙
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、

竹
工
芸
、
彫
刻
、
陶
芸
、
華
道
、

版
画
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
折
り

紙
絵
な
ど

※
ひ
と
り
２
点
ま
で
、
絵
画
な
ど
の

大
き
さ
は
30
号
以
下
で
す
。

●
費
用　

１
点
５
０
０
円
、
文
化
協

会
費
５
０
０
円（
11
月
９
日
㊍
作

品
搬
入
時
に
徴
収
）

●
申
込
方
法　

10
月
13
日
㊎
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
文
化
振
興
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

大
田
原
市
民
憲
章
推
進
大
会
の
お
知

ら
せ

　

大
田
原
市
民
憲
章
は
、「
緑
と
光

と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
平
和
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
た
め
、

大
田
原
市
民
の
道
し
る
べ
と
し
て
昭

和
49
年
11
月
１
日
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
市
民
憲
章
を
推
進
す
る
大

会
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
21
日
㊏
午
前
10
時
か

ら
●
場
所　

ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

●
内
容　

 

・
市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
の
審
査

結
果
報
告
、
表
彰
お
よ
び
発
表

 

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
、
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

●
費
用　

無
料　

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
生
涯
学
習
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）２
０
０
５

那
須
与
一
伝
承
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

1
那
須
与
一
伝
承
館
特
集
展「
親
園
」

の
開
催

　

親
園
地
区（
現
在
の
親
園
、
実
取
、

滝
沢
、
滝
岡
、
花
園
、
宇
田
川
、
荻

野
目
）に
ま
つ
わ
る
古
絵
図
や
伝
承
、

親
園
地
区
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
５
日
㊍
～
12
月
３
日

㊐
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
）

●
休
館
日　

毎
週
㊊（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
次
の
平
日
）

※
展
示
替
作
業
の
た
め
10
月
３
日
㊋
お

よ
び
４
日
㊌
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館

●
入
館
料　

３
０
０
円（
中
学
生
以
下

お
よ
び
身
障
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
）

2
那
須
与
一
伝
承
館
無
料
開
館
日
の

お
知
ら
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館
は
、
10
月
５
日

㊍
に
開
館
16
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
、
10
月
５
日
㊍
を
無
料

開
館
日
と
し
ま
す
。
当
日
は
特
集
展

も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
無
料
開
館
日　

10
月
５
日
㊍
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
最
終
入
館
は

午
後
４
時
30
分
）

問
那
須
与
一
伝
承
館

　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

文
化
・
教
養

第 75回那須地区芸術祭（部門別）開催 本　文化振興課　　４階　 ０２８７（２３）３１２９

部門 日時 場所
書　道

10 月６日㊎～８日㊐
午前 10 時～午後４時
※６日は午後１時～

大田原市 那須野が原ハーモニーホール
写　真
工　芸
華　道
俳　句 10 月８日㊐午前９時～午後１時 那須塩原市 三島公民館（東三島６丁目337 GUNEI三島ホール併設）
茶　道 10 月８日㊐午前 10 時～午後３時 大田原市 黒羽・川西地区公民館
短　歌 10 月８日㊐午後１時～午後４時 那須塩原市 西那須野公民館（太夫塚１丁目 194-78）
邦　楽 10 月９日㊊㊗午前９時～午後５時 那須塩原市 ＧＵＮＥＩ三島ホール（東三島６丁目 337）

日本舞踊 10 月 15 日㊐午前９時～午後４時 30 分 那須塩原市 ＧＵＮＥＩ三島ホール（東三島６丁目 337）
絵　画 10 月 20 日㊎～ 22 日㊐

午前 10 時～午後４時
※ 20 日は午後１時～

大田原市 那須野が原ハーモニーホール彫　刻
陶　芸

学校書道 10 月 21 日㊏、22 日㊐
午前９時～午後３時 大田原市 湯津上地区公民館　体育館

詩（小中学校）

造形教育 10 月 21 日㊏、22 日㊐
午前９時～午後４時 那須町 黒田原小学校　体育館（寺子乙 3968-1）

音　楽 11 月５日㊐
午前９時～午後５時 那須塩原市 大正堂くろいそみるひぃホール（上厚崎 490）

　「芸術の秋」、各部門ごとに展示や発表を行います。皆さまお誘いあわせのうえぜひご覧ください。
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大
田
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憲
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ら
せ

第
38
回
大
田
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化
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展
出
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知
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せ

問
申

問
申

問

本

問

本
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黒
羽
芭
蕉
の
館
パ
ネ
ル
展「
黒
羽
藩

主
大
関
家
の
家
譜
が
語
る
中
世
の
黒

羽
」開
催

　

黒
羽
藩
11
代
藩
主
大
関
増ま
す
な
り業

（
１
７
８
２
～
１
８
４
５
）が
遺
し
た

二
十
余
種
・
七
百
五
十
余
巻
に
お
よ

ぶ
膨
大
な
編
著
書
の
一
つ
に
、
藩
政

の
法
典
と
も
言
わ
れ
る『
創そ
う
す
い
か
け
い

垂
可
継
』

が
あ
り
ま
す
。
71
巻（
20
冊
・
１
帖
）

か
ら
な
る『
創
垂
可
継
』に
は
、『
丹た

（
多
）治じ

ひ
け
い
で
ん

比
系
伝
』（
10
巻
）と
い
う
冊

子（
１
冊
）が
含
ま
れ
、
こ
れ
は
大
関

家
の
家
譜
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
丹

（
多
）治
比
系
伝
』に
つ
い
て
は
、
前

記『
創
垂
可
継
』所
収
本
の
他
、
天
保

期
頃
に
10
冊
本
と
し
て
仕
立
て
ら
れ

た
も
の
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
当
館
で
は
、
前
記
10
冊

本
の
内
の『
丹
治
比
系
伝 

二
』（
全

19
丁
）の
全
貌
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
、
内
容
を
解
説
す
る
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間　

10
月
28
日
㊏
～
11
月
12
日
㊐

●
場
所　

黒
羽
芭
蕉
の
館
研
修
室

●
展
示
資
料　
『
丹
治
比
系
伝 

二
』

見
開
き
本
文
の
写
真
パ
ネ
ル
と
釈

文
・
解
説
パ
ネ
ル

●
費
用 

大
人
３
０
０
円（
２
０
０

円
）、
小
・
中
学
生
１
０
０
円（
50

円
）

※（ 

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

問
黒
羽
芭
蕉
の
館

　

０
２
８
７（
５
４
）４
１
５
１

【
訂
正
】

黒
羽
文
化
協
会
文
化
講
演
会

　

広
報
お
お
た
わ
ら
９
月
号
16
ペ
ー

ジ
掲
載「
黒
羽
文
化
協
会
文
化
講
演

会
」の
日
時
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
15
日
㊐
午
後
１
時
30

分
開
会

●
場
所　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
師　

新
井 

敦
史 

氏（
黒
羽
芭
蕉

の
館
学
芸
員
）

●
演
題　
「
１
６
０
０
年
、
ど
う
す

る
那
須
衆
」

●
費
用　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
黒
羽
文
化
協
会
事
務
局（
文
化
振

興
課
内
）　

本
４
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館
か

ら
の
お
し
ら
せ

1「
縄
文
王
国
　
大
田
原
」開
催
と
関

連
イ
ベ
ン
ト

【
企
画
展
】

●
日
時　

９
月
30
日
㊏
～
11
月
19
日

㊐
●
場
所　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上

資
料
館

●
休
館
日　

毎
週
㊊（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
次
の
平
日
）

●
入
館
料　

一
般
１
０
０
円（
80

円
）、高
校
生
・
学
生
50
円（
40
円
）、

中
学
生
以
下
無
料

※（ 

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

【
記
念
講
演
会
】

●
日
時　

10
月
15
日
㊐
午
後
１
時
30

分
～
３
時

●
場
所　

湯
津
上
庁
舎

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料 

●
講
師　

塚
本 

師
也 

氏（
益
子
町
教

育
委
員
会
）

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

2
パ
ネ
ル
展「
侍
塚
古
墳
写
真
展
」の

写
真
募
集

　
「
侍
塚
古
墳
写
真
展
」（
12
月
２
日

㊏
～
１
月
28
日
㊐
）の
開
催
に
あ
た

り
、
侍
塚
古
墳
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
四
季
の
侍
塚
古
墳
の
姿
や
、
昔

の
侍
塚
古
墳
周
辺
の
姿
、
古
墳
で
の

思
い
出
の
写
真
な
ど
、
応
募
い
た
だ

い
た
写
真
を
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

●
応
募
期
間　

10
月
1
日
㊐
～
11
月

23
日
㊍
㊗

●
申
込
方
法　

な
す
風
土
記
の
丘
湯

津
上
資
料
館
窓
口
も
し
く
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
受
付

※
お
名
前
と
20
字
程
度
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
展
示
サ
イ
ズ　

Ａ
３
版

※
詳
細
は
市
ｈ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

3
侍
塚
古
墳
ツ
ア
ー

●
内
容　

湯
津
上
地
区
に
あ
る
侍
塚

古
墳
を
中
心
に
那
須
国
造
碑
を
見

学
し
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日
㊐
午
後
１
時
～

３
時
30
分

●
対
象
者　

地
域
文
化
に
興
味
の
あ

る
方

●
場
所　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上

資
料
館
集
合

●
定
員　

20
名
程
度（
要
予
約
）

●
費
用　

５
０
０
円（
拝
観
料
な
ど
）

問
申
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料

館

　

０
２
８
７（
９
８
）３
３
２
２

　

fu
d

o
kiyu

zu
kam

i@
city.

ohtaw
ara.tochigi.jp

大
相
撲
安
治
川
部
屋
大
田
原
合
宿
の

開
催
に
つ
い
て

　

大
相
撲
安あ
じ
が
わ

治
川
部
屋
親
方
お
よ
び

所
属
力
士
４
名
に
よ
る
合
宿
が
大
田

原
市
内
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
合
宿
期

間
中
は
稽
古
を
自
由
に
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

10
月
５
日
㊍
～
８
日
㊐
午

前
９
時
か
ら

●
場
所　

美
原
公
園
相
撲
場

※
安
治
川
親
方
…
大
相
撲
力
士
時
代

は
安あ
み
に
し
き

美
錦
と
し
て
活
躍
し
、
最
高

位
は
関
脇
。

※
安
治
川
部
屋
…
令
和
５
年
１
月
に

大
相
撲
安
治
川
部
屋
を
開
設
。
所

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

【
訂
正
】

黒
羽
文
化
協
会
文
化
講
演
会

大
相
撲
安
治
川
部
屋
大
田
原
合
宿

の
開
催
お
よ
び
歓
迎
会
に
つ
い
て

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料

館
か
ら
の
お
知
ら
せ

黒
羽
芭
蕉
の
館
パ
ネ
ル
展「
黒

羽
藩
主
大
関
家
の
家
譜
が
語
る

中
世
の
黒
羽
」

ス
ポ
ー
ツ

属
力
士
の
幕
下
昇
格
を
目
指
し

日
々
稽
古
を
重
ね
て
い
ま
す
。

【
歓
迎
会
】

●
日
時　

10
月
７
日
㊏
午
後
６
時
か
ら

●
場
所　

中
国
料
理  

応
竜（
城
山
２

‐
２
‐
12
）

●
費
用　

１
人
１
万
円

●
対
象
者
　
ど
な
た
で
も

●
申
込
方
法　

左
記
へ
電
話
で
申
し

込
み

問
申
大
相
撲
安
治
川
部
屋
大
田
原
合

宿
実
行
委
員
会　

永
山

　

０
９
０（
１
８
８
０
）６
７
７
９

問

HP

問
申

問
申
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問
大
田
原
市
観
光
協
会

　

０
２
８
７（
５
４
）１
１
１
０

第
１
回　

大
田
原
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
～
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
～

開
催

　

10
月
14
日
㊏
に
大
田
原
市
中
央
多

目
的
公
園
に
て「
第
１
回
ハ
ッ
ピ
ー

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
～
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

～
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
子

供
の
部
と
大
人
の
部
そ
れ
ぞ
れ
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
上
位
入
賞

者
へ
は
豪
華
景
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
募
集
中
で
す
の
で
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

那
須
ラ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

会
場
内
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
始

め
、
大
田
原
商
工
会
議
所
青
年
部
メ

ン
バ
ー
の
模
擬
店
が
出
店
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
14
日
㊏
午
後
３
時
～

９
時

※
詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
参
加
申

し
込
み
は
ｈ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
随
時
決

定
事
項
を
更
新
し
ま

す
。

問
大
田
原
商
工
会
議
所
青
年
部

　

事
務
局　

植
木

　

０
２
８
７（
２
２
）２
２
７
３

「
外
国
人
お
も
て
な
し
英
会
話
セ
ミ

ナ
ー
（
入
門
編
）」参
加
者
募
集

　

外
国
人
旅
行
者
の
お
も
て
な
し
の

コ
ツ
を
、
人
気
通
訳
ガ
イ
ド
の
講
座

と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
楽
し
く
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
英
語
が
苦

手
な
方
で
も
、
気
軽
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

●
日
時　

11
月
15
日
㊌
午
後
２
時
～

４
時
30
分（
午
後
１
時
30
分
か
ら

受
付
）

●
場
所　

ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

●
対
象
者　

観
光
関
係
事
業
者
、
お

も
て
な
し
英
語
を
学
び
た
い
方

（
市
外
在
住
者
も
可
）

●
定
員　

25
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

11
月
13
日

㊊
ま
で
に
ｈ
か
ら
申
し

込
み

問
申True Japan Tour 

株
式
会
社

　

０
３（
６
４
３
２
）０
１
９
４

問
栃
木
県
観
光
交
流
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
１
０

業
種
別
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

　

専
門
学
校
生
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
県
内
企
業
が
採
用
情
報
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
、
業
務
に
必
要

な
専
門
技
術
や
資
格
な
ど
の
情
報
を

提
供
す
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
併
せ
て

実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
25
日
㊌
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
場
所　

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

（
宇
都
宮
市
宮
み
ら
い
１
‐
20
）

●
対
象
者　

県
内
外
の
専
門
学
校
生

な
ど

●
参
加
企
業　
「
美
容
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
」、「
食
」、「
医
療
・
福
祉
」に

関
わ
る
企
業
40
社
程
度

●
申
込
方
法　

10
月
24

日
㊋
ま
で
に
ｈ
か
ら

申
し
込
み

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

「
大
田
原
市
戦
没
者
追
悼
式
」

●
日
時
　
10
月
24
日
㊋
午
前
10
時
～

10
時
30
分

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的

ホ
ー
ル

●
内
容
　
市
で
は
、
先
の
大
戦
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
ま
す
。
ご
遺
族
の
方

へ
は
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
10
月
上
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

問
福
祉
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
７

苗
木
配
布
会
の
お
知
ら
せ

　

秋
の
緑
化
運
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
家
庭
の
緑
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
毎
年
恒
例
の
苗
木
配
布
会
を
行

い
ま
す
。

　

当
日
は「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
に
苗
木
を
無
料
で
配
布

し
ま
す
。
な
お
、
ご
来
場
の
際
は
手

指
消
毒
や
マ
ス
ク
な
ど
基
本
的
な
感

染
症
対
策
へ
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
日
時　

10
月
25
日
㊌
午
前
10
時
か

ら
※
午
前
９
時
30
分
か
ら
引
換
券
を
配

布
し
ま
す
。

※
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
後
に
苗
木
配
布

会
を
実
施
し
ま
す
。

●
場
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
配
布
苗
木　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
（
２
本
組
３
０
０
セ
ッ

ト
）

問
農
林
整
備
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
１
３

大
田
原
市
菊
花
展
出
品
者
募
集

　

那
須
神
社
お
よ
び
道
の
駅
那
須
与

一
の
郷
に
お
い
て
開
催
す
る「
菊
花

展
」に
、
皆
さ
ま
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
菊
を
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

※
菊
花
展
は
産
業
文
化
祭
に
併
せ
て

県
北
体
育
館
で
も
一
部
開
催
し
て

い
ま
す
。

●
開
催
日　

11
月
３
日
㊎
㊗
～
12
日
㊐

●
応
募
期
間　

10
月
13
日
㊎
ま
で

※
応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
田
原
市
菊
花
展
実
行
委
員
会

　

会
長　

新
江

　

０
９
０（
８
８
９
９
）３
４
４
２

第
40
回
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ

り
●
日
時
　
10
月
22
日
㊐
午
前
９
時
～

午
後
３
時
30
分

※
黒
羽
地
区
公
民
館
ま
つ
り
・
文
化

祭
は
10
月
21
日
㊏
午
後
１
時
～
午

後
４
時
、
10
月
22
日
㊐
午
前
９
時

～
午
後
３
時

●
場
所
　
那
珂
川
河
川
公
園（
メ
イ

ン
）、
黒
羽
小
学
校
体
育
館（
黒
羽

地
区
公
民
館
ま
つ
り
・
文
化
祭
）

●
内
容
　
参
加
団
体
の
製
品
展
示
・

即
売
会
、
各
種
無
料
配
布
イ
ベ
ン

ト
、
地
元
特
産
品
な
ど
販
売
、
縁

日
屋
台
な
ど

※
詳
細
は
ｈ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り
実

行
委
員
会（
黒
羽
商
工
会
内
）

　

０
２
８
７（
５
４
）０
５
６
８

「
外
国
人
お
も
て
な
し
英
会
話
セ

ミ
ナ
ー（
入
門
編
）」参
加
者
募
集

業
種
別
合
同
企
業
説
明
会

大
田
原
市
戦
没
者
追
悼
式

家
庭
緑
化
用
記
念
苗
木
配
布
会

第
40
回
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋

ま
つ
り

第
１
回
大
田
原
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
～
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

～
参
加
者
募
集

大
田
原
市
菊
花
展
出
品
者
募
集

産
業
・
雇
用

イ
ベ
ン
ト

HP

問
申

問

HP

問

問

本

問

本

問

HP

HP

問

問問
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地 域 の ひ ろ ば
※新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期とな

る場合があります。詳細は各施設ホームページでご確認ください。
　

突
然
で
す
が
、か
つ
て
親
園
に
競
馬
場
が
あ
っ
た
こ
と
は

ご
存
知
で
す
か
？
明
治
16（
１
８
８
３
）年
、印
南
丈
作
や
矢

板
武
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
名
士
が
発
起
人
と
な
り
、下

野
那
須
競
馬
会
が
発
足
し
ま
し
た
。こ
の
会
は
、二
つ
室（
現
、

那
須
塩
原
市
）に
競
馬
場
を
建
設
し
、大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

し
か
し
競
馬
場
が「
大
破
」し
た
た
め
、明
治
24（
１
８
９
１
）

年
７
月
に
移
転
計
画
を
出
し
ま
す
。こ
の
時
移
転
先
に
選
ば

れ
た
の
が
、親
園
村
の
下
ノ
原
で
し
た
。

　

建
設
か
ら
約
３
か
月
後
の
10
月
10
日
、親
園
下
ノ
原
競
馬

場
で
初
め
て
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
館
所
蔵
資
料
の

「
競
馬
場
新
築
寄
附
帳
」に
よ
る
と
、こ
の
競
馬
場
は
総
延
長

７
２
０
ｍ
の
土
手
が
外
周
を
囲
み
、馬
見
所
や
事
務
所
も
あ

り
ま
し
た
。ち
な
み
に
、こ
の
時
の
競
馬
は
会
員
制
で
、勝
馬

投
票
券（
馬
券
）は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。参
加
費
は
、一
等
会

員
は
70
銭（
現
在
の
約
１
４
０
０
円
）、二
等
会
員
は
50
銭（
現

在
の
約
１
０
０
０
円
）で
し
た
。こ
の
親
園
下
ノ
原
競
馬
場
で

は
、明
治
24
年
か
ら
明
治
27
年
に
か
け
て
計
５
回
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、昭
和
初
期

ま
で
に
六
本
松（
現
、浅
香
４
丁

目
付
近
）に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
競
馬
場
の
跡
地
に
は
、親

園
中
学
校
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
は
親
園
地
区
の

競
馬
場
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

当
館
で
は
10
月
５
日
㊍
か
ら
親

園
地
区
を
特
集
す
る
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
俳
人
桜
井
梅ば

い
し
つ室

が
描
い
た
松

尾
芭
蕉
の
肖
像
画
を
紹
介
し
ま
す
。
紙
本
墨
画
で
、
掛
軸
に

仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
本
紙
の
寸
法
は
縦
１
０
２
・
３
㎝
、
横

28
・
０
㎝
で
す
。

　

今
回
掲
載
し
た
写
真
は
本
作
品
の
一
部
で
、
松
尾
芭
蕉

（
１
６
４
４
～
１
６
９
４
）の
絵
と
と
も
に
、「
雪ゆ

き
お
は
い
し
ょ
な
ら
び
に

雄
拝
書
併

写う
つ
す」と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
雪
雄
」は
、
桜
井
梅
室
の
こ
と
で

す
。

　

さ
ら
に
、
写
真
に
は
写
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
上
部
に
は「
け

ふ
ば
か
り
人
も
年
よ
れ
は
つ
時
雨
」と
い
う
芭
蕉
句
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
句
は
、
芭
蕉
が
元
禄
５
年（
１
６
９
２
）に

詠
ん
だ
も
の
で
、
初
時
雨
に
よ
っ
て
自
然
界
が
姿
を
変
え
る

よ
う
に
、
人
も
今
日
だ
け
な
り
と
年
を
と
り
た
い
も
の
だ
、

と
い
っ
た
意
味
で
す
。「
は
つ（
初
）時
雨
」は
そ
の
冬
最
初
の

時
雨
の
こ
と
で
、
賞
美
の
心
を
込
め
て
詠
ま
れ
る
冬
の
季
語

で
す
。

　

桜
井
梅
室（
１
７
６
９
～
１
８
５
２
）は
、
36
歳
か
ら
俳
諧

に
専
念
し
、
初
め
雪
雄
、
の
ち
剃て

い
は
つ髪
し
て
素そ
し
ん芯
、
さ
ら
に
の

ち
に
素そ
し
ん信
と
号
し
、
庵あ
ん
ご
う号
を
梅
室
・
方ほ

う
え
ん
さ
い

円
斎
・
陸り

く
り
く々

な
ど
と

称
し
て
い
ま
す
。
文
政
５
年（
１
８
２
２
）に
は
江
戸
に
出
て
、

関
東
各
地
に
勢
力
を
拡
大
し
、
天
保
三
大
俳
家
と
称
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
作
品
は
、
12
月

28
日
㊍
ま
で
当
館
芭

蕉
展
示
室
で
展
示
予

定
で
す
。

問
那
須
与
一
伝
承
館　
　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

　 

黒
羽
芭
蕉
の
館　
　

０
２
８
７（
５
４
）４
１
５
１

親
園
下
ノ
原
競
馬
場

ー
市
内
に
競
馬
場
が
あ
り
ま
し
た
ー

松
尾
芭
蕉
の
肖
像
画

※整理券（各クール150名）は当日午前８時50分から
配布します。なお、クール間の30分間は消毒清掃作
業のため遊べません。

※団体利用は平日のみの利用となります。土日祝日およ
び長期休暇期間は利用できません。（要事前予約）

●休館日　10月２日㊊、11月６日㊊、12月４日㊊（毎
月第１月曜日）
※最新の開館情報などの詳細はHPをご覧くだ
さい。

●わくわくらんど・キッズタウンの利用のしかた

子ども未来館
０２８７（４７）４１２５

遊具紹介　キャッチャー交代！「あおむしくん」
ボール広場に登場で
す。君もスリーポイント
シューターになれるか
な？ダンクは禁止、お約
束だよ。

●期日　10 月 20 日㊎～
　21 日㊏各クール 50 名
「君たちの勇気ある挑戦
を待っているぞ。
どんな修行でござるか、
わくわくするでござる
な。」

第84回

イベント情報　未来館 10周年感謝祭

第95回

㊏㊐㊗および長期休暇期間 平日
４クール制 ２クール制

１クール 9：00 ～ 10：30
午前の部 9：00 ～ 12：30

２クール 11：00 ～ 12：30
３クール 13：00 ～ 14：30

午後の部 13：00 ～ 16：30
４クール 15：00 ～ 16：30

親園下ノ原競馬場の図
（当館所蔵、高瀬家文書より）
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体県立県北体育館黒黒羽庁舎湯湯津上庁舎本本庁舎

大田原図書館  　0287（23）4560 通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　0287（59）0855 平日 9:30～18:30 ㊏㊐㊗ 17:30 まで
湯津上図書室  　0287（98）7037 通年 9:00～17:00

大田原図書館からの
お知らせ

絵
本
や
紙
し
ば
い
の
読
み
聞
か
せ

名　　称 場　　所 日　　時

ピノキオ
おはなし会 大田原図書館

おはなしコーナー

10/１㊐・10/15㊐
11/５㊐午後２時 ～

こどものつどい
出演：ガールスカウト

11/12㊐※10月休み
午後２時～

にじいろ
おはなし会

トコトコ大田原
３階つどいの広場

10/24㊋・11/28㊋
午前10時45分～

おひさま
ぽかぽかの会

しんとみ子育て
支援センター

10/13㊎・11/10㊎
午前11時～

コアラ
おはなし会

黒羽図書館２階
視聴覚室

10/８㊐・11/12㊐
午前11時～

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ 0287（24）0880

チケット発売情報
那須野が原少年少女合唱団

第46回定期演奏会

パイプオルガン＆白鷗大学ハンドベルクワイア・クリスマスコンサートVol.10

疏水太鼓・与一太鼓
～邦楽への誘いVol.10～

●日時　12月17日㊐午後２時開演　大ホール
●チケット
▶全席自由500円▶０歳～高校生無料（要入場券）
●出演
▶指揮：佐藤 綾（大田原市）
▶ピアノ：小山 真由美

（那須塩原市）
▶マリンバ：渡辺 真理子

（大田原市）
●友の会優先電話予約
　10月19日㊍から
●一般発売
　10月21日㊏から

●日時　12月９日㊏午後２時開演　小ホール
●チケット
▶全席自由1,000円（友の会900円）▶大学生以下500円

※小学生以上の入場となります。
●出演　▶太鼓：那須野ケ原疏水太鼓（那須塩原市）、与

一太鼓（大田原市）
　▶琵琶：石田 さえ

（茂木町）▶尺八：石
田 雄士（茂木町）

●友の会優先電話予約
　10月12日㊍から
●一般発売
　10月14日㊏から

●日時　12月23日㊏午後３時開演　大ホール
●チケット
▶全席自由1,200円（友の会1,100円）▶小・中学生500円
　※小学生以上の入場となります。
●出演　▶指揮：荒井 弘高（白鷗大学名誉教授）
▶パイプオルガン：ジャン＝フィリップ・メルカールト
▶ハンドベル：白鷗大学ハンドベルクワイア（小山市）
●友の会優先電話予約　10月26日㊍から
●一般発売　10月28日㊏から

【大田原図書館・湯津上図書館】
10/２㊊・10/16㊊・10/20㊎・11/６㊊

【黒羽図書館】
10/10㊋・10/20㊎・10/23㊊・11/13㊊

大田原図書館にて、読書通帳を配布しています。
子供向け、大人向け、乳幼児の保護者向けの３種
類があります。
ご希望の方はカウンターにお声がけください。

【大田原図書館・湯津上図書館】
11月６日㊊～８日㊌

【黒羽図書館】
11月13日㊊～15日㊌

●日時　10月21日㊏午前10時～
　　　　午後３時
●場所　トコトコ大田原２階光庭
※雨天時は３階会議室になります。

休館日のお知らせ  ※生活カレンダーにも掲載

読書の記録をつけませんか？「読書通帳」配布しています

蔵書点検に伴う臨時休館のお知らせ 本・雑誌リサイクル祭り開催

令和５年度　図書館講話会
「はじめての日本刀入門」～知識ゼロから楽しめる～

●日　時　11 月 26 日㊐ 午後２時～４時
●場　所　トコトコ大田原３階
　　　　　市民交流センター視聴覚室
●講　師　村野 隆男 先生
●対象者　中学生以上
●定　員　20 名（事前予約制・先着順）
●費　用　無料
●申込方法　10 月 28 日㊏午前９時から、大田原図書

館レファレンスカウンターまたは電話で申し込み

黒羽図書館人形劇「たつのこたろう」開催
●日　時　10 月 21 日㊏ 午後２時～３時
●場　所　黒羽図書館２階視聴覚室
●主　演　人形劇団くぐつ
●対象者　幼児、児童、一般
●費　用　無料
●申込方法　事前申し込み不要
※詳細は黒羽図書館へお問い合わせくださ

い。
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休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　（入館は午後４時まで）

自然観察館だより
■秋の企画展「昆虫忍法帳」ただいま好評開催中！
　９月 16 日から秋の企画展「昆虫忍法帳」を開催し、
昆虫たちの自然を生き抜く術
を紹介しています。
　外敵から身を守るため、昆
虫たちは木の葉や枝に化けた
り、死んだふりをしたりして
自然界を生き抜いています。
今回は、その中でも特に際
立った特徴をもつ昆虫を展示
しました。
　12 月 10 日㊐まで開催して
います。ぜひ、ご来館くださ
い。

■「世界のカブトクワガタ展」終了
　６月 24 日から開催していた夏の企画展「世界のカブ
トクワガタ展」は、今年も
大盛況のうち９月 10 日を
もって終了となりました。
なお、企画展終了後も、カ
ブト・クワガタの生体は引
き続き展示しています。

■昆虫たちと出会える自然観察館
　自然観察館には、様々な昆虫たちが訪れます。今年の夏
もカマキリやナナフシな
どが職員の出勤を入り口
で待っていてくれまし
た。
　秋にはどんな昆虫と出
会えるのか。皆さまも観
察館にお越しの際は、ぜ
ひ探してみてください。

■自然観察館のホームページをのぞいてみよう
　自然観察館のHPには、①館内の生体の様子②オオム
ラサキの成長日記③観察館周辺に生息する動植物の紹
介④観察会に関する
情報などを発信して
います。ぜひ、ご覧
ください。

■休館日変更のお知らせ
　10 月９日㊊㊗は休館日にあたりますが通常開館し、
その代わりに 10 月 10 日㊋が振替休館となります。

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより
★星空情報★

■知っていますか？カシオペヤ座
　夕方暗くなるのが早くなってくるこの季節、夜７時頃、
北東の空にＷを縦に置いたような星の集まりを探すこ
とができます。カシオペヤ座です。周りにあまり明るい
星がないので比較的探しやすい星座です。この星座は
その見え方から「山

やまがたぼし

形星」や「錨
いかりぼし

星」などとも呼ばれてい
ます。カシオペヤ座は１年中北の空に見える周極星で
すが、特にこの
季節は見つけ
やすい位置に
あり、さらにこ
の星座を手掛
かりに北極星
を探し出せる
ことでよく知
られています。

　今から約450年前の1572年、このカシオペヤ座で超
新星爆発が起こり、肉眼でも確認できるほど明るくなっ
たそうです。この現象をデンマークの天文学者ティコ・
プラーエが詳しく観測し記録に残しました。「ティコの
超新星」と呼ばれ、当時の天文学を大きく前進させるきっ
かけとなりました。

★主なイベント（11月）★
①写真撮影会（木星・土星）
●日時　11 月４日㊏午後７時 10 分～９時
●内容　土星や木星の姿を撮影します。レンズ交換が
できる一眼カメラをご持参ください。
②木星・土星を見よう
●日時　11 月３日㊎、５日㊐、10 日㊎、12 日㊐、17
日㊎～ 19 日㊐午後６時 10 分～９時
●内容　木星の縞模様やガリレ
オ衛星、土星の環の模様や傾き
方など見どころがたくさんあ
ります。ぜひ天文館の望遠鏡
でその姿をお楽しみください。

③写真撮影会（ペルセウス座 ･カシオペヤ座を撮影）
●日時　11 月 11 日㊏午後７時 10 分～９時
●内容　ペルセウス座やカシオペヤ座にカメラを向け
ます。肉眼では確認できない淡い天体の撮影にチャ
レンジしてみましょう。
④月撮影会８
●日時　11 月 26 日㊐午後５時 10 分～６時
●内容　ホームビデオカメラや一眼カメラで月齢 13
の月を撮影します。

詳細は天文館HPをご覧ください

  0287（28）3251

 0287（28）3254

カシオペヤ座からの北極星の探し方

詳細は自然観察館HPをご覧ください
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友
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。
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。

　
矢
祭
山
の
美
し
い
自
然
と
と
も
に
、
有
意
義
な
、
そ
し
て
心
に
残
る
思
い
出

と
し
て
く
だ
さ
い
。

平成 26 年１月、栃木県（大
田原市・那須塩原市・那須
町・那珂川町）・福島県（棚
倉町・矢祭町・塙町）・茨
城県（大子町）の２市６町
による『八溝山周辺地域定
住自立圏』が形成されまし
た。圏域の地域活性化につ
なげる取り組みの一環と
して、圏域市町のＰＲ情報
をお届けします。

矢祭町 HP（友情の森）

利用方法
電話予約
（管理人が常駐していないため、矢祭町役場に事前予約が必要です）

アクセス
矢祭町大字山下字下河原１９１
【水郡線をご利用の方】
水戸駅から矢祭山駅まで約１時間４０分
郡山駅から矢祭山駅まで約１時間４０分

【自動車をご利用の方】
白河 IC から矢祭山駅まで約１時間
那珂 IC から矢祭山駅まで約１時間

営業期間
４月１日～１１月３０日（１２月～３月の期間は施設を閉鎖しています）

問い合わせ
矢祭町役場事業課産業グループ☎０２４７-４６-４５７６

詳しくは、
こちらをご覧ください

※ハイキングコースについては常時営業しています。
　なお、予約の必要はございません。

★
矢祭山友情の森

那須塩原駅

ＯＵＴＤＯＯＲ

2023.1023
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nap htawaraスナップおおたわら

令和５年度小学生交流事業

西部地区の自治会で自主防災訓練を開催

　今年度の小学生交流事業は８月３日から５日ま
で、友好親善都市である岡山県井原市から児童 13
名を迎え、本市の小学生 19 名と交流・交歓を行
いました。
　児童たちはこの事業を通して、地元の魅力を再
発見し、両市の関係や文化の違いについても理解
を深めました。
　初日は緊張もありましたが、最終日にはたくさ
んの笑顔が見られ、別れを惜しむ姿もあり、心の
交流もできました。

　８月27日に西原小学校で、西部地区防災連絡協
議会主催の「避難所開設・運営合同訓練」が開催さ
れました。この訓練は、自治会の枠を超えた広域で
の共助により地域の防災力を高めることを目的と
しています。
　西部地区の方々による避難所開設運営訓練や、
大田原消防署による救命救急訓練、地元消防団に
よる操法訓練が、猛暑の中行われました。台風が多
くなってくる時期を迎える前に、防災意識が高め
られました。

井原と大田原　心の交流

地域で助け合える体制づくり

小中学生の学力向上のために

清流那珂川で鮎を釣る

８/３

８/27

10/28

10/28

７/28

８/27

日本フエルト株式会社からの寄附

第６回芭蕉の里くろばね那珂川レディース鮎釣り大会

　日本フエルト株式会社（本社：東京都北区）から
令和３年度、令和４年度に続き３回目となる、企業
版ふるさと納税による寄附をいただきました。
　日本フエルト株式会社は、大田原市寒井に栃木
工場を置き、同工場において地元採用を積極的に
行っています。
　今回の寄附は、小学５・６年生及び中学３年生ま
でのデジタル教科書の配備の拡充を図るための事
業へ充当し、学力向上推進のために活用させてい
ただきます。

　８月 27 日に女性限定の鮎釣り大会が那珂川河
川公園で開催されました。
　初心者でも気軽に参加できるように道具一式を
貸し出し、地元のベテラン釣り人がインストラク
ターとして参加する本大会には、県内外の 10 代
から 70 代の 60 名が参加し、清流那珂川で釣果を
競いました。参加者全体の釣果は 216 匹、優勝者
は 11 匹も釣り上げました。
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大田原市内小中学生全国大会・関東大会結果報告会

与一太鼓 30 周年記念コンサート

　スポーツ競技の全国大会や関東大会に出場した大田原市内の小中学生 65 名の児童・生徒が参加し「結果
報告会」が開催されました。
　チームまたは個人として初の大舞台を経験した方や、見事全国大会や関東大会で優勝を成し遂げた方、
これから大会が行われ上位成績を目指す方など、将来の活躍が期待される児童生徒の姿に会場は大変盛り
上がりました。市長からは大舞台での選手たちの更なる活躍を期待して激励のメッセージが贈られました。

　９月２日に那須野が原ハーモニーホールで「与
一太鼓設立 30 周年記念コンサート」が開催され
ました。与一太鼓は、平成５年７月に那須与一を
たたえ新たな伝統文化の創出を目的に創設されて
以来、市のイベントや地域イベントに積極的に参
加し、その技量と名声を着実に伸ばしてきました。
長野冬季五輪の入場行進曲の一部として演奏した
ほか、日本代表として台湾での海外公演、さらに
東京国際和太鼓コンテストでは最優秀賞を受賞す
るなど幅広く活動し活躍しています。

選手のさらなる飛躍を期待して

継続は力なり 長寿を祝して

８/22

９/２ 10/28９/１
敬老祝い記念品の寄贈

　９月１日に、市内の肖像画家 益子 学司 氏と増
村園芸（南金丸）の増村 英樹 氏が市内の高齢者
への敬老祝い記念品の寄贈のため、市長を訪問し
ました。
　益子氏からは市内で２番目の高齢の方へ肖像画

（最高齢の方には寄贈済み）を、増村氏からは 100
歳以上の高齢の方へ千

せんにちこう

日紅の寄せ植えをご寄贈い
ただきました。
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民俗部会調査速報⑪
～交通安全祈願のしめ縄～

　古道や旧道を歩いたり車で走ったりすると、道標や馬頭観音碑などの石塔を目にすることがあります。
江戸時代には、東北諸藩が参勤交代で利用した奥州道中や会津藩が江戸屋敷の物資輸送に利用した原街道

（原方街道）などの歴史の道が通っていた大田原市内には、旅人の往来も多く各所に道標が残されています。
また、北那須地域には農耕や運送用の馬が多くいたので、馬頭観音の石碑が道標にもなっていました。
　さらに、歴史の道を往来する旅僧や漂泊芸能民と地域住民との交流により、様々な伝承やいわれが生ま
れ地域に残されます。そうした中、新しく生まれたいわれを刻む「交通安全祈願のしめ縄」を紹介します。
　親園地区を通る旧奥州道中とライスラインの十字路は、できた当初、交通事故が絶えなかったそうです。
地域の人々の間に、昭和 40 年代後半から 50 年代初頭に行われた基盤整備（県営圃場整備事業）で近くにあっ
た墓石や石塔をどけてしまったための祟りではないかとの噂が広がっていきました。そこで、墓石や石塔
があった場所の四隅に笹のついた竹を挿してしめ縄を張り「奉

ほうしゅうこうつうあんぜんきがんさいゆう

修交通安全祈願祭攸」と書かれた木札を立て
て、毎年、春と秋の交通安全週間初日に長泉寺（花園）住職に祈

き と う

祷していただくことにしました。最近では、
交通事故もめっきり少なくなったそうです。近くには、中世にあったというお城の石垣の石の祟りを伝え
る「あおめ石」、豊かな湧水がもたら
した虚無僧池や念仏川のいわれも
残っています。
　山があり川があり丘があり、そし
て歴史の道が残る本市には、多くの
いわれや伝承が残されています。民
俗部会では、それらを調査・記録し
ていますので、ぜひお知らせくださ
い。（民俗部会長　木村康夫）

市史編さんだより  vol.36

文化振興課　 ０２８７（４７）５０３１
交通安全祈願のしめ縄 あおめ石
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『みんなのひろば』 投稿募集
●注意事項
＊原則として受付順に掲載しますが、応募多数の場合は
　過去に一度も掲載されていない方を優先します。
＊掲載回数の上限は１人につき月１回かつ同一年度内３
　回までとし、２号連続しての掲載は行いません。
＊掲載された場合の謝礼はありません。
●掲載できない記事

・市の品位、公共性または公益性を損なうおそれがあるもの
・政治的、宗教的または選挙活動に当たるもの
・営利を目的とするもの
・個人、団体を誹謗中傷するもの
※詳しくは、市HPをご覧ください。

●応募方法
　Ｅメールに写真を添付し、本文に次の❶～❻を記入し
て情報政策課にお送りください。
❶コーナー名
　・我が家の『○○』（家族や自慢のレシピなどの紹介）
　・いいとこ撮り（市内の風景・イベント写真の紹介）
　・大田笑人（市内で活躍する個人・団体の紹介）
❷写真のタイトル
❸コメント（200文字程度）
❹氏名とペンネーム（本名掲載を希望の場合は不要）
❺住所（番地も記入。紙面には大字のみ掲載します。）
❻電話番号

問情報政策課　本６階　　０２８７（２３）８７００
　 jouhou@city.ohtawara.tochigi.jp

佐良土陶芸クラブ
投稿者：佐良土陶芸クラブ  会長  大髙  正美

　佐良土陶芸クラブは、令和２年度末に閉講した生きがい
づくり講座を前身にして結成した自主グループです。物作
りの楽しさや奥深さ、使う喜びを感じることが魅力の陶芸。
　そんな陶芸を通じて生活を豊かにすることを目的に、作
品づくりに励んでいます。
　活動日は毎週月曜日・火曜日の午後と第４土曜日の午前・
午後です。現在新しい仲間を募集中です。見学もできますの
で、興味のある方は下記までご連絡ください。

 佐良土陶芸クラブ  会長  大髙 正美
０２８７（９８）２０７８

市内で活躍する皆さまを紹介します



とちぎ子ども救急電話相談・子ども（おおむね15 歳未満）
【時間】㊊～㊏18：00～翌朝８：00　㊐・㊗８：00～翌朝８：00　　
　   ＃8000　または　　028（600）0099

夜 間 診 療【診療時間】毎日 19：00 ～ 21：30

とちぎ救急医療電話相談・大人（おおむね15 歳以上）
【相談時間】㊊～㊎18：00～22：00　㊏・㊐・㊗16：00～22：00
　　＃7111　または　　028（623）3344

那須地区夜間急患診療所
（中田原1081-4 ／那須赤十字病院 1 階）

　０２８７（４７）５６６３
●診療科目…内科・小児科
※那須赤十字病院と併設ですが、別の医療機関になります。

急な病気やけがで心配な時に

※大田原市の市外局番は「０２８７」です。携帯電話からかける際はご注意ください。

相談 日時 場所 問い合わせ

総
合
行
政

相
談

大田原地区 10月16日㊊ 10:00～12:00 生涯学習センター
市情報政策課 本６階

（２３）８７００湯津上地区 10月４日㊌
11月１日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 10月10日㊋ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

人
権

相
談

大田原地区 10月16日㊊ 10:00～12:00 生涯学習センター
市政策推進課 本６階

（２３）８７１５湯津上地区 10月４日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター
黒羽地区 11月14日㊋ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

心
配
ご
と

相
談

★大田原地区 毎週㊎　　   9:00～12:00 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会 （２３）１１３０
★湯津上地区 毎月第１㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター 　〃　湯津上支所 （９８）３７１５

　  ★黒羽地区 毎月第３㊍   9:00～12:00 社会福祉協議会黒羽支所 　〃　　黒羽支所 （５４）１８４９

広域無料法律相談（要予約） 10月12日㊍   13:30～16:30
トコトコ大田原３階
市民交流センター

市総務課 本６階
（２３）１１１１

※申込多数につき、お一人様年度内
１回限りとなります。

（予約受付：10月５日㊍～11日㊌）

市民無料法律相談（要予約） 10月26日㊍   13:30～16:00
（予約受付：10月19日㊍～25日㊌）

★公正証書無料相談（要予約） ㊊～㊎   　9:00～12:00
  13:00～17:00 大田原公証役場 大田原公証役場

（２３）０６６６

不動産無料相談会（要予約） 10月23日㊊　   13:30～15:30 不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前）

（公社）宅建協会県北支部
０２８７（６２）６６７７

栃木県司法書士会無料相談
（要予約）
❶不動産登記・商業登記・成年

後見などに関する相談
❷❸相続・遺言に関する相談

❶
面談

第１㊏　 　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00）

西那須野公民館
（那須塩原市太夫塚）

総合相談センター（栃木県司法書士会）
０２８（６１４）１１２２

❷
電話

第２・４㊏　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00） ― 相続登記相談センター（栃木県司法書士会）

０２８（６１４）１１２２
❸
面談

予約時に各司法書士と調整
※要無料クーポン

無料クーポン、相続登記相談センター登録司法書士につい
ては、右の二次元コードからHPをご覧ください。

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

毎月10日 8:00～11日 8:00（24時間）
毎日午後4時～9時（５時間） ― フリーダイヤル

０１２０（７８３）５５６

★がん相談支援 　㊊～㊎    9：30～12：30
13：30～16：30 那須赤十字病院

相談室３
那須赤十字病院がん相談支援センター

０８０（７５７６）２６５５
   第１・３㊏   9：30～11：30

★生活困窮者の相談支援 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会
（２３）１１３０

★ＤＶ（配偶者等暴力）・離婚
に関する相談窓口（要予約） 　㊊～㊎　　           9：00～16：00 市子ども幸福課 市子ども幸福課 本３階

（２３）８７９２

教育支援相談会（要予約）
※小中学校への就学相談です

10月５日㊍
10月20日㊎
11月１日㊌

9：00～12：00 
9：00～12：00
9：00～12：00 

市役所本庁舎４階 市学校教育課 本４階　
（２３）３１２５

★不登校・いじめなどに関
する相談窓口（電話相談可） 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市教育支援センター 市教育支援センター（大志館すばる内）

（２２）５８８４

★…祝日・年末年始を除く。各種相談

事前に当番医療機関に電話してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる場合があります。【診療時間】9：00 ～ 17：00休日当番医

月 日 当番医名 所在地 電話

10
月

１日㊐ 吉成小児科医院 新富町 2-1-22 　（22）2412

８日㊐ 増山医院（小滝） 小滝1107-6 　（22）2336

９日㊊ 増山医院（佐良土） 佐良土 861 　（98）2008

15日㊐ 鎌田浅香医院 浅香 3-3-9 　（22）2703

月 日 当番医名 所在地 電話

10
月

22日㊐ 高橋外科医院 住吉町1-11-20 　（22）2624

29日㊐ 高久内科医院 中田原 773-8 　（48）6811

11
月

３日㊎ 青柳医院 中央 2-1-2 　（22）2122

５日㊐ 赤羽医院 城山2-5-29 　（23）1131



㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏
10/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 11/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

10月　生活カレンダー
くらし情報館開館日健：各種健康相談相：各種相談 納：各種納期限 図：図書館休館日医：休日当番医

新型コロナウイルス感染症の影響により
掲載事業が中止・延期となる場合があります
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメー
ルなどでお知らせします

■日時…10月18日㊌ 午前９時30分～10時30分
■電話番号…0120-188911（固定電話専用）

市長さん
※指定日時以外や携帯電話からのお
　電話は随時下記でお受けします。

 情報政策課　本６階
０２８７（２３）８７００

医 吉成小児科医院
 0287（22）2412

医 増山医院（小滝）
 0287（22）2336

医 鎌田浅香医院
 0287（22）2703

医 青柳医院
 0287（22）2122

医 赤羽医院
 0287（23）1131

医 高橋外科医院
 0287（22）2624

医 高久内科医院
 0287（48）6811

医 増山医院（佐良土） 
0287（98）2008

健 乳幼児健康相談

健 乳幼児健康相談
健 もの忘れ相談

健 もの忘れ相談

相 心配ごと（湯津上）

相 心配ごと（湯津上）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館
くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

相 教育支援相談

相 教育支援相談

相 行政（湯津上）

図 黒羽

図 黒羽

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

くらし情報館

月１回、市長が皆さまからのご意見、
ご要望をお聴きします。

もしもし 大田原市へのお問い合わせ
市　の専用フォームから、いつでも
市にお問い合わせができます。
詳しくはリンク先をご覧ください。

HP

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

相 行政・人権（大田原）

相 行政（黒羽）

相 行政・人権（湯津上）

相 心配ごと（黒羽）

相 法律（広域）

相 法律（広域）

相 法律（市民）相 不動産

相 いのちの電話

相 いのちの電話

相 教育支援相談

健 ６～７か月の
赤ちゃん教室

健 フレイル予防・
栄養相談

健 精神保健福祉
クリニック

健 精神保健福祉
クリニック 健 薬物問題をお持ち

の方の家族の集い

納 固定資産税・都市
計画税（３期）

納 市県民税（３期）

納 国民健康保険税
（３期）

納 国民健康保険税
（４期）

納 後期高齢者医療
保険料（３期）

納 後期高齢者医療
保険料（４期）

納 介護保険料（３期）

納 介護保険料（４期）

図 大田原・湯津上
黒羽

文化の日

スポーツの日

もしもし市長さん

健 心の健康相談室

健 心の健康相談室 健 おたっしゃクラブ

与一太鼓定期演奏会
   （11：00 ～）

那須与一伝承館
0287（20）0220



 

開館時間：10：00 ～ 15：00（開館日はカレンダーでご確認ください。）
くらし情報館 くらし情報館（大田原市くらしの会／中央１-２- 14）　　０２８７（２２）３９０３

ゆずりたい ゆずってほしい
●お子さん向け　歩行器・ベビー用いす・子供用スキーウェア
上下（140㎝）・学習机（椅子なし）・ゆりかご・ベビーカー・お
まる・ベビーバス（浴槽）・ベビー遊具（１～２歳用）

●家具・インテリア・家電製品・楽器など　額縁（大・中・小・17
枚）・座卓（120cm×88cm）・座卓（150cm×90cm）・システム
ベッド（タンスと机付き）・タンス（和・洋）・シングルベッド

（大人）・トイレの手すり（未使用）・照明器具（４点）・エレク
トーン・ついたて（藤製）

●制服・体操着など　大田原小学校《体育着（120～130㎝）》・金田
北中学校《男子制服（180㎝）》・大田原中学校《男子制服（170㎝）》

●その他　塗鉢（数個）・スキーウェア上下（男・女）・スキー用
品一式（男）・鎧・兜（ケース入り）・柔道着（白）・防災頭巾・５
月人形セット（兜・弓矢・ケース入り）・ひな人形７段飾り・囲
碁セット・ひな人形（ケース入り）・たん吸引器

●お子さん向け　ベビーベッド・チャイルドシート
●家具・インテリア・家電製品・楽器など　電動ミシン（ポー

タブル）・ステレオ・掃除機・キーボード（楽器）・家具調こ
たつ（120cm × 90cm）・シングルベッド（木製）・パソコン
デスク

●制服・体操着など　若草中学校《女子制服（M・160㎝）》・若
草中学校バレー部《ウインドブレーカー・シューズ》・大田
原小学校《体育着（150 ～ 160cm）》

●その他　マウンテンバイク・自転車（ママチャリ）・大人用
自転車・電動自転車・かなめ焼き・農業用パイプハウス・
ベンチコート（160㎝）・墨すり機・車いす・スキー板 &ブー
ツ（25cm） （登録状況：９月12日現在）

各種二次元コード
土日祝日・夜間の
水道管漏水の連絡先

大田原市の人口

市X（旧Twitter）市ｈ

よいちメール インフラ不良箇所
通報メール

市YouTube

道路や公共施設・上下水
道などの不良個所を見つ
けたときは、「インフラ不
良箇所通報メール」から
お知らせください。

【人口・世帯数（前月比）】
　■人口 70,548 人（-46）
　　　男 34,635 人（-31）
　　　女 35,913 人（-15）
■世帯数 30,631 世帯（+28）
「毎月人口調査」を基に

掲載しています。

R5.8.1 現在 　 大田原管工事工業協同組合

　 ０９０（７２３４）４４６２
※連絡先が全地区統一となりました。

※本管漏水工事のための待機業者で
あるため、宅地内漏水は対応でき
ない場合があります。

市Facebook

消費生活センターからのお知らせ
大田原市消費生活センター　 ２階
０２８７（２３）６２３６

平日 9：00～12：00､13：00～16：00
消費者ホットライン  １８８

小型家電・製品プラスチックを回収します 問生活環境課　　２階　　０２８７（２３）８７０６本

　小型家電やプラスチックごみの再資源化の促進のため、
会場でごみを回収する「イベント回収」を実施します。
●日時・場所
　▶ 11月４日㊏湯津上支所駐車場▶11月11日㊏黒羽支所駐

車場▶12月２日㊏本庁舎東別館駐車場
　※いずれも午前９時～ 11 時
●対象者　市内在住の方
●持ち物　住所確認のできる物（運転免許証・マイナンバー

カードなど）
●回収方法　会場へ直接持ち込み
●主な回収品目
▶小型家電…電話機、スマートフォン、パソコン、デジタ

ルカメラ、携帯型ゲーム機、扇風機、電気スタンドなど

▶製品プラスチック…衣装ケース、ポリタンク、プランター、
ごみ箱、バケツなどの硬質プラスチック製品

●回収できないもの
▶小型家電回収の対象ではないもの…特定家電（テレビ、エ

アコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）、オイル
ヒーター、大型家電（マッサージチェア、電動ベッド、ラ
ンニングマシーン）など

▶製品プラスチック回収の対象ではないもの…ペットボト
ル、容器包装プラスチック、調理器具、食器類、発泡ス
チロール、ビールケース、水槽など

▶その他…産業廃棄物、危険物・有害物、木製品、
布製品（ホットカーペット、電気毛布）など

※詳細は、市HPをご覧ください。

　突然「以前に購入いただきありがとうございます。海鮮
の良いものが入荷しました。お安くするのでいかがですか」
と電話があり注文したが、質の悪いものが届いたという相
談や購入を断ったのに商品が届いたという送り付けの相談
があります。
　電話で勧誘を受け契約した場合は「電話勧誘販売」に当
たり、電話で購入を承諾しても、契約書を受け取った日か
ら数えて８日間はクーリング・オフができます。

■海産物の電話勧誘販売や送り付けにご注意！
　また、購入を承諾していないのに商品が送られてきた場
合は、受け取りを拒否する方法もあり、その場合は送り主
の名称や所在地をメモや写真に残すなど、事業者の情報を
控えておきましょう。
　電話で勧誘を受けた際に少しでも「おかし
いな」と思ったら、きっぱりと断りましょう。
不安な場合やトラブルにあった場合は消費生
活センターにご相談ください。

HP



※子育て支援センター・つどいの広場・子育てサロンは、事前予約制（定員あり）となります。
休館日が変更になることもありますので、最新情報はホームページなどを確認するか直接お問
い合わせください。

子育て支援情報

■ファミリーサポートセンター
　（保育課内）
　　０２８７（２３）８７３９
　子育ての手助けをしたい・して
ほしい方が会員となり、地域で子
育てを支え合う組織です。

■一時保育センター（子ども未来館内）　
 ０２８７（２２）２８１３
▶開設日時：９:00 ～ 17:00
　（休館日を除く）
▶対象：４か月～就学前の健康な
　乳幼児（市外の方を含む）
▶料金：１時間 300 円
　  （市外の方は 500 円）
※１回４時間、月５回まで。
　事前申込が必要。（一定要件あり）

つどいの広場 さくやま トコトコ
場所 旧さくやま保育園 子ども未来館

開設日時 ㊊・㊌・㊎・第４㊏
9：00 ～ 14：00

㊊～㊎　
9：00 ～ 11：30 ／ 12：45 ～ 15：00

休館日 10/13㊎ 10/2㊊、10/13㊎、10/26㊍PM

子育てサロン かねだ のざき かわにし
場所 金田北地区公民館 うすばアットホーム 川西高齢者ほほえみセンター

開設日時 ㊋９：00 ～ 12：00 ㊍９：00 ～ 12：00 ㊌９：00 ～ 12：00
休館日 10/31㊋ ー ー

病児・病後児保育 病後児のみ　※要登録 病児・病後児　※要登録
施設 保育園ベビーエンゼル 国際医療福祉大学　金丸こども園

利用時間 ㊊～㊎８：00 ～ 18：00
料金（１日） 病児　2,000 円／病後児　500 円
予約電話 　　 （２２）８８３４ 　　 （４８）６６１０

子育て支援センター しんとみ ゆづかみ すくすくきっず（くろばね） ひかり
場所 しんとみ保育園 ゆづかみ保育園 くろばね保育園 ひかり幼稚園
電話 　 （２２）５５７７ 　 （９８）３８８１ （５９）１０７７ 　 （２３）５５３３

開設日時
㊊～㊎

９：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～11：30
13：00 ～ 15：30

㊊～㊎
９：30 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

休館日 10/23㊊ 10/10㊋、10/23㊊ 10/20㊎AM、10/23㊊ 10/3㊋AM、10/4㊌AM
10/5㊍AM、10/23㊊

保健に関する教室・相談

教室・相談 日時 場所 内容 持ち物など 問い合わせ

乳幼児健康相談 10月４日㊌
11月１日㊌ ９:30～11:15 大田原市

福祉センター
計測や

育児相談など 母子健康手帳
子ども幸福課 本３階

（２３）８６３４６～７か月の
赤ちゃん教室 10月５日㊍ 9:40～11:30

（受付9:20～） トコトコ大田原 計測、赤ちゃんの
育ち、離乳食の進め方 ※要予約

おたっしゃクラブ 10月25日㊌ 9:30～11:30 本庁舎１階
市民協働ホール

高齢者向けの
運動や講話 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８９１７

もの忘れ相談 10月５日㊍
11月２日㊍ 10:00～12:00 本庁舎３階相談室５ もの忘れなどの相談 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８７５７

フレイル予防・栄養相談 10月25日㊌ 9:30～11:00 本庁舎１階控室 高齢者向けのフレイ
ル予防栄養相談 ※要予約 健康政策課 本３階

（２３）７６０１

心の健康相談室 10月10日㊋
10月24日㊋ 13：30～16:30 本庁舎３階

303会議室 カウンセリング ３日前まで
に要予約

健康政策課 本３階
（２３）８７０４

こころの病を理解
するための家族教室 11月24日㊎

13：30～15：30 県北健康
福祉センター

座談会
※要予約 県北健康福祉センター

（２２）２２５９精神保健福祉
クリニック

10月26日㊍
11月８日㊌

精神科医師への
個別相談

薬物問題をお持ち
の方の家族の集い 11月９日㊍ 13：30～15：30 県北健康

福祉センター 座談会 ※要予約 県北健康福祉センター
（２２）２３６４

●受付時間 …午前中
※混雑を避けるため受付時間は割振りさせていただきます。
●「特定健診」または「後期高齢者健診」を受診する方は、「保

険証」と「特定健康診査受診券」を持参してください。
●市民健康診査および国民健康保険の人間ドック・脳ドック

で受診した項目は、年度内に重複して受診することはでき
ません。

●申し込みはインターネット・電話・ＦＡＸ・郵便などで
随時受け付けています。

●70歳未満の方のがん検診などについては、費用の一部自
己負担があります。

※日にちの✿マークは女性のみが予約できる日です。

　　健康政策課　　３階　　０２８７（２３）７６０１本

日にち 場所 予約者数
10月１日㊐ 須賀川小学校 ４７人

✿10月４日㊌ 大田原東地区公民館 ２５１人
10月５日㊍ 大田原東地区公民館 １５４人
10月10日㊋ 野崎研修センター ８１人
10月13日㊎ 湯津上庁舎 １９６人

日にち 場所 予約者数
10月16日㊊ 金田南地区公民館 １０８人

✿10月21日㊏ 生涯学習センター ２４４人
10月25日㊌ 親園農村環境改善センター ８３人
10月27日㊎ 黒羽保健センター １３７人
10月29日㊐ 生涯学習センター １７３人
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